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鹿 角 市 民 憲 章 
（昭和４９年１１月３日制定） 

わたくしたちは、緑と水の映えるまち鹿角の市民です。 

 鹿角市は豊かな伝統と美しい自然に恵まれ、発展をつづけている希望のまちです。 

 わたくしたちは、このまちの市民であることに誇りをもち、自然と文化の調和をはか

り、自由と責任を重んじ、みんなのしあわせと永遠の平和を願いこの憲章を定めます。 

 

１ 自然をいたわり 美しくきれいなまちをつくります 

２ 健康で働き 活気ある楽しいまちをつくります 

３ 親切をつくし 愛情ゆたかなまちをつくります 

４ きまりを守り 安全で明るいまちをつくります 

５ 教養を高め うるおいのある文化のまちをつくります 

 

鹿角市の花・木・鳥         （昭和５７年１１月１０日制定） 

花（ベニヤマザクラ） 

 清純でしかも温かさを感じさせるこの花は、人情味豊かな風土鹿角市にふさわしい花です。 

 

木（ナナカマド） 

 夏は滴るような鮮やかな緑に、秋は燃えるような紅葉に山を彩るこの木は、緑と水の映える

伝説の里鹿角を象徴しています。 

 

鳥（声良鶏） 

 国の天然記念物にも指定され、朗々とした鳴き声とがっしりと大きな体型は、輝く未来に向

かって躍進する鹿角市を象徴しています。 
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１ 鹿角市の概況 

鹿角市は、北東北３県(秋田、青森、岩手)のほぼ中央となる秋田県の北東部に位置し、南北に

十和田八幡平国立公園を抱え、奥羽山脈の山々と米代川に代表される清流が織りなす四季の風情

が豊かな都市であり、漂泊の詩人石川啄木が詠んだ詩「青垣山をめぐらせる」にもその一端を垣

間見ることができます。 

市の総面積は７０７．５２ｋ㎡で、東西の長さは２０．１ｋｍ、南北は５２．３ｋｍに及んで

います。 

林野面積が全体の８０％を占めていますが、鹿角盆地の中心を流れる米代川や支流の大湯川、

熊沢川などの流域は農業生産の中核となっており、台地は鹿角りんごや北限の桃などの樹園地や

畑地に活用されています。 

また、社会資本の整備促進や余暇・交流環境の充実のほか、基幹産業構造の改革に着手し、定

住促進や少子高齢化への独自の試みを展開するなど、各般にわたっての施策を積極的に進めてい

る都市です。 

 

２ 人口・世帯数 

（令和５年３月末現在 住民基本台帳） 

男 女 計 世帯数 

１３，３３７人 １４，８０４人 ２８，１４１人 １２，５５１世帯 

 

３ 年齢階級別人口 

（令和２年国勢調査） 

年齢階級 男 女 計 

０～１４歳 １，４３２人 １，４４５人  ２，８７７人 

１５～６４歳 ７，４２４人 ６，８３５人 １４，２５９人 

６５歳以上 ４，７５６人 ７，０８７人 １１，８４３人 
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２ 教 育 目 標 

 

「心豊かで たくましく 郷土を愛し  

その発展に尽くす市民を育む教育を進める」 

 

３ 学校教育の基本方針と重点目標 

 

１ 基 本 方 針 

社会の中でたくましく生き抜く心と体をもつ、志の高い子どもを育み、一人一人の個性や

能力を伸ばすことのできる学校教育の充実を図る。 
 
２ 重 点 目 標 

（１）確かな学力と高い志を育てる教育の充実 

① 自己実現のために必要な確かな学力の定着 
・なぜ学ぶのかを明確にした、主体的・対話的で深い学びの推進 
・望ましい学習集団の育成による児童生徒の学力向上対策 
・市立図書館との連携による読解力や想像力、思考力、表現力を育む読書活動の推進 

② ふるさとを支える気概をもった人材の育成 
・社会的・職業的自立を目指した教育活動の推進 
・ふるさとへの理解を深める体験的な活動の推進 
・鹿角市の未来を支え盛り上げる人材育成につながるふるさと・キャリア教育の推進 

③ 情報活用能力とコミュニケーション能力の育成 
・情報活用能力と情報モラルの育成を図るＩＣＴ教育の充実 

    ・グローバル化に対応する能力を育む各種情報媒体活用の推進 
    ・コミュニケーション能力と発信力を育む他地域との交流活動の充実 
 
（２）豊かな心と健やかな体を育み、将来の自立を支える教育の充実 

① 豊かな心の育成 
・自己有用感と主体性を育む学習集団の形成 
・規範意識や思いやりなどを育成する道徳教育の充実 
・共生社会の形成に向けた人権教育の推進 

  ② 健やかな体の育成 
・規則正しい生活習慣の確立 
・学校と鹿角市給食センターが連携して行う食育の推進 
・体育の授業やその他の体育的活動を通した体力向上施策の充実 
・中学校部活動の円滑な地域移行に向けた取組みの推進 

③ 一人一人のニーズに応じた、きめ細かな教育の推進 
・関係諸機関との連携による特別支援教育の充実と特別支援教育支援員の配置 
・小学校教育との円滑な接続につながる就学前相談の充実 
・不登校児童生徒の居場所づくりと学校復帰に向けた支援の充実 
 

（３）学校教育環境の充実を図り、地域とともに取り組む、多様で質の高い教育の実現 
① 子どもの成長を支える安全・安心・良質な学びの場づくりの推進 

・安全・安心・良質な学校環境づくりの推進 
・通学対策による教育環境の支援 
・学校の危機管理対策（自然災害及び獣害、感染症対策） 
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② 教職員のモチベーションと資質の向上 
・教職員研修の充実 
・教職員の働き方改革の推進 

③ 地域とともに取り組む特色ある学校づくりの推進 
・学校運営協議会を核としたコミュニティ・スクールの推進 
・地域学校協働活動推進事業を核とした、地域の教育力を学校教育に生かす取組みの

推進 
・学校の創意工夫による特色ある教育の推進 

 

４ 生涯学習推進の基本方針と重点目標 

 

１ 基 本 方 針 

生涯にわたって、いつでも、どこでも、だれでも学習できる機会を充実し、その成果を   

生かすことができる、地域社会の実現を目指す。 

 

２ 重 点 目 標 

（１）生涯学習推進体制の充実 

① 社会教育関係団体、福祉関係団体、自治会等との連携 

・各団体との連携事業の展開 

② インターネットの活用による情報発信の強化 

・ソーシャルネットワーキングサービスや動画共有サービス等、インターネットを  

活用した情報発信 

③ 社会教育施設等の連携による生涯学習環境の充実 

   ・社会教育施設及び他分野施設との共通テーマによる事業の展開 

④ 読書を通した多様な学習活動の推進 

   ・図書館事業の実施 

   ・学校や社会教育関係団体、子育て支援団体等との連携強化 

    ・移動図書館車の運行 

    ・図書館施設更新（十和田図書館） 

 

（２）地域を担う人材の育成 

① 意欲的に学習活動に取組む人材の育成 

   ・かづの人財発掘講座の開催 

・どごさデモ出前講座の開催 

    ・市民センター、社会教育施設等における各種講座の開催 

② 市民の主体的な地域活動への支援 

・花いっぱい運動、声かけ運動の推進 

・高校生ボランティアの活動支援 

 

（３）地域・学校・家庭の連携による子どもたちの育ちと学びの支援 

① 地域学校協働活動の推進 

    ・地域学校協働活動推進事業の展開 

    ・学校運営協議会との連携、合同研修会等の開催 

 

② 家庭教育支援の推進 

    ・家庭教育講座、子育て講座の開催 

    ・子育て支援関係団体との連携 

③ 青少年の健全育成を支える市民活動の推進 
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・青少年育成鹿角市民会議の活動支援 

 

（４）地域特性や各世代に対応した学習と活動の支援 

① 同世代交流・世代間交流、人的ネットワークの拡充 

  ・「二十歳のつどい」の開催 

    ・各種市民センター事業の実施 

② 地域の歴史や伝統、文化、人材を生かした学習活動の推進 

・生涯学習奨励員活動の拡充 

    ・ふるさとキャリア教育における地域住民、企業の支援 

    ・地域学校協働活動への地域住民の参画支援 

③ 学びの成果を地域に還元し、次世代に継承する活動の支援 

・鹿角の未来創造わげもの塾の開催 

 

（５）誰もが共に学びあえる地域社会の実現 

① 障がい者・児童の学習活動の支援 

    ・障がい者・児童が参加しやすい生涯学習講座等の開催 

② 共生社会に対する市民の意識向上 

    ・社会福祉関係団体と連携した生涯学習講座等の開催 

③ 日本語を母国語としない市民の日本語及び日本文化に対する学びの支援 

・日本語教室の開催 

 

５ スポーツ推進の基本方針と重点目標 

 

１ 基 本 方 針 

スポーツへの参加を促進する取組の充実を通じて、スポーツに親しみ、心身ともに健康で

文化的な生活を営むことができる地域社会の実現と、恵まれたスポーツ環境を生かして活力

に満ちたまちづくりを展開する。 

 

２ 重 点 目 標 

（１）生涯スポーツの普及推進 

① 生涯スポーツの充実 

・チャレンジデーの開催 

・タートルマラソンの開催 

② スポーツによる健康づくりの推進 

・スポーツによる健康づくりへの意識の醸成 

③ スポーツボランティアの普及促進 

・スポーツ活動を支援するボランティアの充実 

 

（２）スポーツによるまちづくりの推進 

① 「スキーのまち」の推進 

・全日本学生スキー選手権大会の開催 

・鹿角小学校スキー大会の開催 

・選手育成強化対策事業   

② 「駅伝のまち」の推進 

  ・浅利純子杯争奪鹿角駅伝の開催 

・十和田八幡平駅伝の開催 

・駅伝選手の育成と競技力の向上 
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  ③ スポーツ拠点づくりの推進 

・大会誘致及びＰＲ活動の充実 

・スポーツ合宿奨励事業 

  ④ 子どもたちの夢と希望を育むスポーツ環境の充実 

・トップアスリートとのふれあう機会の充実 

・十八の里 DISTANCE CHALLENGE 2023 事業 

 

（３）指導体制の確立と指導者の育成 

① スポーツ団体の組織強化と活動の充実 

・市民スポーツ活動を支える団体との連携拡充 

・スポーツ少年団活動への支援 

② 指導者の育成と活用 

・スポーツ活動を支える指導者連携の体制づくりと組織強化 

 

（４）スポーツ施設の利用促進と整備 

① スポーツ施設の利用促進 

・スポーツ活動に対する環境整備 

② スポーツ施設の整備・充実 

・スポーツ交流の核となる施設整備の充実 

（総合運動公園総合競技場公認更新検定・改修工事等の実施） 

・市民ニーズに対応した施設整備の充実 

 

６ 文化芸術振興の基本方針と重点目標 

 

１ 基 本 方 針 

   ふるさと鹿角の歴史・伝統・文化への理解を深め、創造力と感性を育み、郷土が世界に誇

る文化遺産を核とした心豊かで活力ある地域社会を目指す。 

 

２ 重 点 目 標 

（１）文化芸術活動の振興 

① 文化芸術に触れる機会の充実 

・文化の杜交流館を拠点とした文化芸術鑑賞機会の充実 

・舞台芸術体験機会の拡充 

② 特色ある文化芸術活動の推進 

  ・郷土・伝統芸能の活動支援 

  ・市民の主体的な文化芸術活動の支援 

・文化芸術関係団体との連携 

 

 

（２）文化財の保存と活用 

① 文化財の保存・継承 

・郷土・歴史・民俗資料の調査研究 

・後継者育成、継承活動の支援 

・文化財保存団体との連携 

・文化財保存活用地域計画の策定 

② 文化財の活用 

・歴史民俗資料館、先人顕彰館における学習機会の提供 
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・観光・地域振興との連携 

 

（３）世界遺産の活用推進 

① 「北海道・北東北の縄文遺跡群」の連携 

・縄文遺跡群世界遺産本部事業 

  ② 史跡環境整備 

    ・大湯環状列石環境整備事業 

  ③ 大湯環状列石の活用 

・国内外への普及啓発・情報発信 

・大湯ストーンサークル館における学習機会の提供 

・ユネスコ登録文化遺産の観光活用 
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７ 主要事業一覧 

事業 人員 内容 場所 時期 
広報での生涯学

習情報の発信 
 

生涯学習にかかる情報提供や学習活動の

紹介し、市民への啓蒙・啓発を図る。 
全戸配布 毎月発行 

社会教育委員の

会議 
委員 

10 人 

鹿角市社会教育委員の会議規則に基づき、

諮問に応じ、社会教育に関する諸計画の立

案、調査・研究等を行う。 
 年 3 回 

二十歳のつどい 
対象 

266 人 

二十歳を迎えられた対象者へ祝意を表す

るとともに、地域への愛着と社会人として

の自覚を導く。（対象：平成 14 年 4 月 2
日～平成 15 年 4 月 1 日生） 

市内 
令和 6 年 
1 月 7 日 

生涯学習奨励員、

生涯学習奨励室

活動 

奨励員 
15 人 

生涯学習の相談や奨励、学習グループづく

りへの協力など、奨励室を活動拠点とし

て、奨励員活動の充実を図る。 
 通年 

花いっぱい運動 60 団体 

市内全域での住民主体による花だんづく

りの奨励。 
・種子の配布、花苗斡旋 
・全国、全県花だんコンクールへの推薦 
・視察研修の実施（横手市） 

市内 
4～10 月 
次年度 

申込 3 月 

地域学校協働活

動推進事業 
 

子どもたちが地域社会の中で様々な体験

を通じて心豊かに育まれる環境づくりを

推進する。 
・協働活動の推進 
・あきた未来塾の開催（花輪市民センター 
児童センター、花輪図書館、十和田図書館、

八幡平市民センターと共催、鹿角工業振興

会協賛） 
・かづの未来塾の開催 
・各地区協働本部会議の開催 年 2 回 

市内 
小中学校 
ほか 

通年 

青少年健全育成

事業 
 

青少年の健やかな成長を願い、学校、地域、

関係団体が一体となった運動を展開する。 
市内 通年 

かづの人財発掘

事業 
 

・学習機会を提供し、自ら学んだ知識を生

かし、地域や社会に参画する人財を発掘・

育成する講座の実施。 
・地域活性化人財の意見交換の場を創出す

る、かづの未来創生わげもの塾の開催。 

市内 
年２回 
年３回 

どごさデモ出前

講座 
 

メニューに基づき市民の要望に応じて職

員が出向き学習機会を提供する。 
市内 通年 

日本語講座開設

事業 
 

日本語を母国語としない住民を対象に、語

学力に応じた日本語学習講座を開催する。 
鹿角市交流

センター 
6～3 月 
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事業 人員 内容 場所 時期 

家庭教育推進事

業 
 

保護者が抱える不安や悩みに対し、情報提

供や研修・講座など、ニーズに応えた学習

機会を提供することにより、地域・家庭に

おける教育力の向上を図る。 
・子育て講座（次年度就学児の保護者向け） 
・家庭教育講座（小・中学生の保護者向け） 

市内 
小中学校 

9～2 月 

文化芸術振興事

業 
100 人 

第 51 回鹿角市かるた選手権大会を開催す

る。 

コモッセ・

花輪 
市民ｾﾝﾀｰ 

2 月 

文化財保存事業  

市の重要な文化財について、保存伝承のた

めに必要な支援を実施する。 
・古文書保存整理 
・声良鶏保存奨励金 
・無形民俗文化財担い手育成事業費補助金 
・花輪祭の屋台行事保存修理事業費補助金 

市内 通年 

文化財保存活用

地域計画策定事

業 
 

市内の文化財を保存伝承し、活用する 
ための計画を策定する。 
・令和５年度：市内調査 

市内 通年 

天然記念物  
・特別天然記念物ニホンカモシカの滅失、 
き損の処理等を行う。 

・シダレカツラ保護・管理を行う。 
市内 通年 

文化財保護審議

会 
審議委員 

7 人 
文化財の調査、審議（指定）を行う。  年 2 回 

十和田図書館整

備事業 
 

十和田図書館の施設更新により、読書活動

を推進し、市民が自ら学び行動できる拠点

を整備する。 
・令和 5 年度：新築工事 

十和田 
毛馬内地区 

通年 

史跡管理  史跡の除草・草刈り・清掃 
大湯 

環状列石 
4～12 月 

大湯ストーンサ

ークル館  

・大湯ストーンサークル館の常設展示及び

体験事業の実施、遺跡等ガイドを行う。 
・万座ホールでの映像コンテンツ放映を行

う。 

大湯 
ｽﾄｰﾝｻｰｸﾙ館 

通年 

出土文化財管理

センター  

個人住宅の建設等に伴う試掘調査の増加

に伴い、市内の試掘調査を行う。 
・埋蔵文化財包蔵地調査 
・遺物整理 
・発掘調査報告書の作成・刊行 

市内 通年 

大湯環状列石 
環境整備事業 

 
大湯環状列石の保存活用計画策定検討委

員会の開催と報告書の作成、刊行を行う。 

大湯 
ｽﾄｰﾝｻｰｸﾙ館 

他 
通年 
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事業 人員 内容 場所 時期 

大湯環状列石保

存活用事業 
 

大湯環状列石の魅力や価値を伝えるため、

講座等を開催し、周知を図る。 
・体験学習「JOMO ラボ」 
・ガイド入門講座 
・ガイドレベルアップ講座 
・ガイドブック更新・図録集の印刷 
・縄文鹿魂祭の開催（産業活力課と連携） 

大湯 
ｽﾄｰﾝｻｰｸﾙ館

他 
通年 

世界遺産活用推

進事業 
 

縄文遺跡群の保存・活用に向けて、関係自

治体と連携し、情報収集や発信等行う。 
・担当者会議、専門家委員会等へ出席 
・縄文フォーラムへの参加支援 

協議会本部

(青森県)他 
通年 

文化の杜交流館 
事業 

 

・自主事業の開催 年 6 回、チャレンジ

体験の開催 
・貸館（文化ホール、多目的スタジオ、練

習室、共用スペース） 
・市民サポーター組織「みんなで文化交流

の杜をつくる会」企画事業の開催・館連

携事業の開催 

文化の杜 
交流館 

通年 

スポーツ推進審

議会 
審議委員 

7 人 

スポーツ基本法の規定に基づき、諮問に応

じ、スポーツ推進に関する事項について調

査審議を行う。 
 年 2 回 

浅利純子杯争奪

鹿角駅伝  
浅利純子氏の功績を記念するとともに、ジ

ュニアの駅伝競技力の向上のため、大会を

開催 

花輪スキー

場特設コー

ス 
7 月 29 日 

十和田八幡平駅

伝競走全国大会  
全国から有力な実業団の参加により、市民

の活性化に寄与する歴史ある市内唯一の

駅伝全国大会 

男子：十和田

湖～八幡平 
女子：箒畑～

長嶺 

8 月 7 日 

全国ローラース

キー選手権大会  
「スキーのまち鹿角」を目指した競技力向

上を目的として開催。（NPO 法人鹿角市ス

ポーツ協会への委託事業） 

花輪 
スキー場 

8 月 10 日 
～12 日 

鹿角市民 
スポーツ大会  

NPO 法人鹿角市スポーツ協会が主催し、

市民の体力向上と競技力アップ及び交流

を図る大会を実施 

市内体育 
施設 

9～10 月 
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事業 人員 内容 場所 時期 

全国ジュニアサ

マーノルディッ

クスキー大会 
 スキーのまち鹿角を目指したジュニアの

競技力向上と、地域振興を目的として開催 
花輪 

スキー場 
10 月 6 日 

～8 日 

かづのタートル

マラソン大会  年齢や競技経験を問わず、健康づくり、体

力増進を目的として実施 総合競技場 10 月 15 日 

県民体育大会冬

季スキー競技会  
国体等の予選会として開催される重要な

大会であり、県内選手の競技力向上と選手

来会による地域活性化を目的として開催 

花輪 
スキー場 

1 月 18 日 
～21 日 

全日本学生スキ

ー選手権大会 
 

参加選手の競技力向上及び交流促進が図

られるほか、多くの来会者による地域活性

化を目的として開催 

花輪 
スキー場 

2 月 16 日 
～19 日 

（予定） 
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８ 教 育 施 設 

 

小 学 校 

 

 

 

中 学 校 

 

区分 

学校名 
創立年月日 

建築・改修 
年月 

位     置 校 長 名 電 話 

1 花 輪 令和 2 . 4. 1 令和 元.10 鹿角市花輪字陳場 125 番地 駒 木 利 浩 23-2257 
2 十 和 田 昭和 45. 4. 1 昭和 47. 3 鹿角市十和田毛馬内字上土ヶ久保 22 番地 1 青 山 秀 人 35-2164 
3 尾 去 沢 昭和 22. 4. 1 平成  8. 7 鹿角市尾去沢字上山 239 番地 1 松 尾  弘 23-2270 
4 八 幡 平 昭和 22. 3.31 平成 24.10 鹿角市八幡平字諸田 4 番地 1 阿 部 宗 近 32-2226 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   令和 5年 4月 1日現在 

 

区分 

学校名 
創立年月日 

建築・改修 
年月 

位     置 校 長 名 電 話 

1 花 輪 明治 7 . 4. 2 平成 19. 9 鹿角市花輪字中花輪 88 番地 田 中  洋 23-2007 
2 柴 平 令和 3 . 4. 1 令和  3. 2 鹿角市花輪字高市向 35 番地 村 方 聖 紀 30-2660 
3 十 和 田 昭和 51. 4. 1 昭和 49. 4 鹿角市十和田毛馬内字上新田 1 番地 1 成 田 勇 信 35-2042 
4 大 湯 明治 8 . 3.14 平成 28. 3 鹿角市十和田大湯字権現堂 15 番地 1 石井むつみ 37-2040 
5 尾 去 沢 明治 7.12.20 平成 24. 2 鹿角市尾去沢字上山 201 番地 1 駒 ケ 嶺 充 23-3201 
6 八 幡 平 昭和 46. 4. 1  平成 11.10 鹿角市八幡平字長嶺川原 1 番地 中 村 史 子 32-2011 
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※( )内は特別支援学級数(再掲) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   令和 5年 5月 1日現在 

 

区分 

 

小学校名 

学級数 

(※) 
児童数 

教職 
員数 
※非常勤 

  講師含む 

校 地 面 積  ㎡ 建 物 面 積  ㎡ プール 

規 模 

m 

建 物 

敷 地 

屋 外 

運動場 
その他 校 舎 

屋 内 

運動場 
その他 

花 輪 16(4) 363 32 11,410 12,752 1,895 6,335 1,248 139 25×13 

柴 平  8(2) 171 14 10,827 24,170 0 2,743 1,263 193 25×13 

十和田 
14(3) 271 25 9,489 12,718 

 

1,474 5,022 

うち児童クラブ 128 

951 73 25×16 

大 湯 
 8(2) 111 16 8,067 8,562 4,474 

内借地2,251 

3,623 

 

954 52 

 

25×15 

尾去沢 
 8(3) 65 13 6,832 7,217 20,112 4,508 

うち児童クラブ 134 

658 66 25×13 

八幡平 
 8(2) 114 13 9,160 19,751 0 5,006 

うち児童クラブ 176 

1,119 161 25×17 

19× 7 

計 
62(16) 1,095 113 55,785 85,170 27,955 27,237 

うち児童クラブ 438 

6,193 684  

区分 

 

中学校名 

学級数 

(※) 
生徒数 

教職 
員数 

※非常勤 

  講師含む 

校 地 面 積  ㎡ 建 物 面 積  ㎡ プール 

規 模 

m 

建 物 

敷 地 

屋 外 

運動場 
その他 校 舎 

屋 内 

運動場 
その他 

花  輪 14(3) 315 34 13,000 32,200 8,040 6,409 1,769 290 25×17 

十 和 田 9(2) 221 25 17,267 35,762 0 5,809 1,264 478 50×18 

尾 去 沢 4(1) 41 13 7,460 21,505 1,205 3,200 1,024 413 25×13 

八 幡 平  5(2) 81 16 17,279 17,930 0 3,619 1,345 270 25×13 

計 32(8) 658 88 55,006 107,397 9,245 19,037 5,402 1,451  
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９　学校教育・社会教育関係予算（当初予算）

【市費】
款 項 目 名    称 当　初　予　算

01 議会費 167,362,000
02 総務費 2,502,933,000
03 民生費 5,760,144,000
04 衛生費 1,171,312,000
05 労働費 20,714,000
06 農林水産業費 752,032,000
07 商工費 733,705,000
08 土木費 1,846,467,000
09 消防費 825,841,000
10 教育費 2,512,958,000

01  教育総務費 267,670,000
01 　教育委員会費 2,470,000
02 　事務局費 117,035,000
03 　教育助成費 26,797,000
04 　教育センター費 24,796,000
05 　通学対策費 96,572,000

02  小学校費 227,181,000
01 　学校管理費 207,242,000
02 　教育振興費 19,939,000

03  中学校費 133,440,000
01 　学校管理費 114,966,000
02 　教育振興費 18,474,000

04  幼稚園費 55,011,000
01 　幼稚園費 55,011,000

05  社会教育費 663,907,000
01 　社会教育総務費 70,686,000
02 　社会教育振興費 5,411,000
03 　文化財保護費 33,918,000
04 　図書館費 276,707,000
05 　大湯環状列石費 161,450,000
06 　文化の杜交流館費 115,735,000

06  保健体育費 1,165,749,000
01 　保健体育総務費 53,028,000
02 　体育振興費 68,937,000
03 　体育施設費 751,043,000
04 　学校給食費 292,741,000

11 災害復旧費 127,889,000
12 公債費 2,016,643,000
13 予備費 30,000,000

18,468,000,000計
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１０ 社会教育施設等の概況 
 
１ 市民センター 

No. 名  称 建築年月 
建物 
延面積 
㎡ 

位  置 
職員数 

(うち指定管理) 

所長 職員等 

1 花輪市民センター 平成 27.3 1,234.83 花輪字八正寺13番地(コモッセ内) 1(1) 5(5) 

2 十和田市民センター 昭和 55.5 1,501.95 十和田毛馬内字城ノ下 7 番地 5 1(1) 5(5) 

3 尾去沢市民センター 平成 2.12 1,358.98 尾去沢字軽井沢 46 番地 5 1(1) 4(4) 

4 八幡平市民センター 平成 28.8 1,036.44 八幡平字小豆沢碇 114 番地 1(1) 4(4) 

 
２ 図書館 

No. 名  称 建築年月 
建物 
延面積 
㎡ 

位  置 
職員数 

(うち指定管理) 

館長 職員等 

1 花輪図書館 平成 27.3 1,101.92 花輪字八正寺13番地(コモッセ内) 
1(1) 

8(8) 

2 立山文庫継承 
十和田図書館 昭和 34.4 1,100.73 十和田毛馬内字上陣場 19 番地 5 5(5) 

 
３ 先人顕彰館 

No. 名  称 建築年月 
建物 
延面積 
㎡ 

位  置 
職員数 

(うち指定管理) 

館長 職員等 

1 先人顕彰館 昭和 62.12 539.07 十和田毛馬内字柏崎 3 番地 2 1(1) 1(1) 

 
４ 文化財施設 

No. 名  称 建築年月 
建物 

延面積 
㎡ 

位  置 
職員数 

(うち兼務) 

館長 職員等 

1 大湯ストーンサークル館 平成 14.4 1,164.00 十和田大湯字万座 45 番地 1 6(2) 
2 出土文化財管理センター 平成 7.8 750.42 十和田大湯字万座 13 番地 6(6) 
3 歴史民俗資料館 大正 5.9 493.50 花輪字中花輪 113 番地 ※指定管理 3(0) 

 
５ 学習文化交流施設 

No. 名  称 建築年月 
建物 
延面積 
㎡ 

位  置 
職員数 

館長 職員等 

1 文化の杜交流館 
コモッセ 平成 27.3 7,172.29 花輪字八正寺 13 番地 1 3 

※文化ホール、花輪市民センター、花輪図書館、子ども未来センター、交流広場を有する複合施設 
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６ 体育施設 
 
体育館 

No. 名  称 建築年月 建物延面積 
㎡ 位  置 

1 大湯地区市民センター体育場 昭和 50.7 2,179.28 十和田大湯字権現堂 22 番地 1 

2 十和田市民センター体育場 平成 24.3 1,208.91 十和田毛馬内字城ノ下 7 番地 5 

3 湯瀬体育館 昭和 56.12 435.72 八幡平字湯瀬一羽根 45 番地 2 

4 八幡平市民センター体育場 平成 3.3 922.01 八幡平字小豆沢碇 114 番地 

5 かなやまアリーナ 平成 16.2 1,284.58 尾去沢軽井沢 47 番地 28 

 
スポーツセンター 

No. 名  称 建築年月 建物延面積 
㎡ 位  置 

1 記念スポーツセンター 昭和 57.11 3,629.60 花輪字荒田 4 番地 1 

 
アメニティパーク 

No. 名  称 建築年月 敷地面積 
㎡ 

建物延面積 
㎡ 位  置 

1 鹿角アメニティパーク 平成 3.11 21,928.32 2,933.17 花輪字小坂 8 番地 1 

 
市民プール 

No. 名  称 建築年月 敷地面積 
㎡ 位  置 

1 鹿角市民プール 平成 1.7 5,161.00 花輪字上中島 20 番地 1 

 
運動広場 

No. 名  称 設置年月 敷地面積 
㎡ 位  置 

1 大湯運動広場 昭和 48.4 15,325.44 十和田大湯字五ノ岱 53 番地 44 

2 谷内運動広場 昭和 50.10 4,424.62 八幡平字堰の下 104 番地 

3 八幡平運動広場 平成 2.7 14,888.80 八幡平字小豆沢碇 114 番地 
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野球場 

No. 名称 設置年月日 敷地面積 
㎡ 

建物延面積 
㎡ 位置 

1 城山野球場 昭和 54.6 30,207.00 577.75 尾去沢字新堀 3 番地 2 

2 毛馬内野球場 昭和 55.8 41,664.00 226.68 十和田毛馬内字古館 
15 番地 1 

 
相撲場 

No. 名  称 設置年月 位  置 

1 相撲場 昭和 55.10 十和田大湯字権現堂 22 番地 1 

 
ゲートボール場 

No. 名  称 建築年月 敷地面積 
㎡ 

建物延面積 
㎡ 位  置 

1 ゲートボール場 平成 1.4 11,006.90 44.30 尾去沢字春木沢 
13 番地 10 

 
スキー場 

No. 名称(位置) ゲレンデ ジャンプ台 その他 

1 花輪スキー場 
(花輪字百合沢地内) 

ｼﾞｬｲｱﾝﾄｺｰｽ 
ﾊﾟﾉﾗﾏｺｰｽ 
ﾌｧﾐﾘｰｺｰｽ 
第 1 ﾘﾌﾄ 
第 2 ﾘﾌﾄ 
第 3 ﾘﾌﾄ 

1,482ｍ
1,750ｍ

500ｍ
727ｍ

1,102ｍ
333ｍ

ﾉｰﾏﾙﾋﾙ 
ﾐﾃﾞｨｱﾑﾋﾙ 
ｽﾓｰﾙﾋﾙ 
 
 
 

HS=86 
HS=56 
KS=30 
KS=20 
 
 

ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ  ～10km 
 
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ ｱﾙﾊﾟｽ 
(ｱﾘｰﾅ、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰ
ﾑ、食堂、宿泊室 など) 
 

2 
水晶山スキー場 
(尾去沢字尾去山国
有林地内) 

ｱﾙﾍﾟﾝｺｰｽ 
第 1 ﾘﾌﾄ 
 

665ｍ
  

ｽｷｰﾊｳｽ 
ﾄｲﾚ 
倉庫 
ｹﾞﾚﾝﾃﾞｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀｰ 
ｽｸｰﾙﾊｳｽ 
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１１ 指定・登録文化財 
（１） 指定文化財 73件 ( 国指定 6件、県指定 11件、市指定 56件 ) 

種別 名称 所在地 所有・管理者 指定年月日 
(国) 特別史跡 大湯環状列石 十和田大湯 鹿角市 S31. 7.19 
〃 天然記念物 秋田犬 県北地方 秋田県 S 6. 7.31 
〃   〃 声良鶏 県北地方 秋田県 S12.12.21 
〃 重要無形民俗文化財 大日堂舞楽 八幡平 大日堂舞楽保存会 S51. 5. 4 
〃 〃 毛馬内の盆踊 十和田毛馬内 毛馬内盆踊保存会 H10.12.16 
〃 〃 花輪祭の屋台行事 花輪 花輪ばやし祭典委員会 H26. 3.10 

(県) 史跡 天照皇御祖神社境内の磨崖仏及び板碑 八幡平 天照皇御祖神社 S60. 3.15 
〃 天然記念物 杉                             (1本) 十和田大湯 大円寺 S30. 1.24 
〃 彫刻 木造弥陀三尊            3軀 花輪 恩徳寺 〃 
〃 〃 銅像阿弥陀如来立像         1軀 花輪 円福寺 H 2. 3.20 
〃 〃 銅造地蔵菩薩立像          1軀 八幡平 大徳寺 H24. 3.23 
〃 考古 大湯環状列石出土品         325点 十和田大湯 鹿角市教育委員会 H22. 3.12 
〃 〃 天戸森遺跡出土品              705点 十和田大湯 鹿角市教育委員会 R5.3.24 
〃 無形民俗文化財 大森親山獅子大権現舞 尾去沢 大森親山獅子大権現舞保存会 S39.11.17 
〃 〃 大湯大太鼓 十和田大湯 大湯大太鼓保存会 S49.10.12 
〃 〃 花輪の町踊り 花輪 花輪町踊り保存会 S63. 3.15 
〃 〃 松館天満宮三台山獅子大権現舞 八幡平 松館天満宮舞楽保存会 H 5. 6.18 
〃 有形民俗文化財 尾去沢鉱山資料   (用具77点、絵図 2点) 尾去沢 鹿角市教育委員会 S41. 3.22 

(市) 史跡 中ノ渡り一里塚           1基 十和田大湯 個人 H 1. 3.24 
〃 建造物 月山神社本殿            1棟 十和田毛馬内 月山神社 S58. 7.15 
〃  〃 旧鹿角郡公会堂           1棟 花輪 鹿角市教育委員会 H 3. 3.26 
〃 彫刻 木造千手十一面観音菩薩像      1軀 十和田毛馬内 誓願寺 S49. 6. 5 
〃 〃 木造三十三観音菩薩像        33軀 花輪 長福寺 S52. 2. 4 
〃 〃 木造釈迦三尊                  3軀 花輪 万松寺 〃 
〃 〃 魚盤                       1点 十和田大湯 大円寺 〃 
〃 工芸 専正寺喚鐘                1口 花輪 専正寺 H 2. 3.26 
〃 〃 花輪南館の時鐘               1口 花輪 長年寺 〃 
〃 絵画 親鸞聖人御絵伝               4幅 花輪 専正寺 S52. 2. 4 
〃 〃 川口月嶺筆「双鶴図」           1幅 花輪 個人 〃 
〃 〃 川口月嶺筆「鶏と牡丹」         1幅 花輪 個人 〃 
〃 〃 柴田春光筆「十和田路」          1双 十和田毛馬内 個人 H 5. 4. 1 
〃 考古 海沼家所蔵土器類             1式 尾去沢 個人 S52. 2. 4 
〃 〃 縄文土器                1点 十和田大湯 鹿角市教育委員会 〃 
〃 〃 板碑                 1基 八幡平 個人 S54. 2.21 
〃 〃 板碑                1基 八幡平 大日霊貴神社 〃 
〃 〃 鋒形石器(八幡平字根瀬出土)        1点 十和田大湯 鹿角市教育委員会 H10. 4.15 
〃 〃 勾玉及び玉類(枯草坂古墳出土)     39点 十和田大湯 鹿角市教育委員会 〃 
〃 古文書 井上常鄰記 諸御用留帳       全 1冊 花輪 個人 S52. 2. 4 
〃  〃 中野家諸御用留帳           全 50冊 花輪 個人 〃 
〃 歴史資料 奥州南部領図十郡             1幅 花輪 鹿角市教育委員会 H12. 6.30 
〃  〃 花輪通絵図                1幅 八幡平 個人 R2.2.21 
〃 無形民俗文化財 下川原駒踊 花輪 下川原駒踊保存会 S52. 2. 4 
〃 〃 小豆沢のオジナオバナ 八幡平 小豆沢自治会 S61. 1.16 
〃 〃 宮野平のオジナオバナ 十和田大湯 宮野平自治会 〃 
〃 〃 からめ節金山踊り 尾去沢 尾去沢からめ節保存会 〃 
〃 〃 湯瀬神明社先祓舞 八幡平 湯瀬自治会 〃 
〃 〃 谷内天照皇御祖神社先祓舞 八幡平 天照皇御祖神社 〃 
〃 〃 長嶺八幡神社先祓舞 八幡平 長嶺自治会 〃 
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種別 名称 所在地 所有・管理者 指定年月日 

(市) 無形民俗文化財 大里川原稲荷神社先祓舞 八幡平 大里自治会 S61. 1.16 
〃 〃 土深井裸まいり 十和田末広 土深井自治会 〃 
〃 〃 川原大神楽 十和田毛馬内 川原自治会 H 3. 3.26 
〃 〃 芦名沢大太鼓 十和田山根 芦名沢大太鼓保存会 H21. 1.20 
〃 〃 花輪ねぷた 花輪 花輪ばやし祭典委員会 H24. 5.28 
〃 〃 水沢盆踊り太鼓 八幡平 水沢盆踊り太鼓保存会  H30. 3. 1 
〃 〃 錦木古川大太鼓 十和田錦木 錦木古川大太鼓保存会 R2.2.21 
〃 有形民俗文化財 藍染の型紙              586枚 花輪 鹿角市教育委員会 S49. 3.19 
〃 〃 又鬼用具(熊槍・カンジキ・雪ベラ)    3点 十和田大湯 個人 〃 
〃 〃 又鬼用具(アマブタ)                  1点   〃 個人 S52. 2. 4 
〃 〃 又鬼用具(熊槍・玉造り器)            3点   〃 個人 〃 
〃 〃 又鬼用具(煙硝入れ・火縄銃・鉛玉)     5点   〃 個人 〃 
〃 〃 火事装束                 4点1組 花輪 鹿角市教育委員会 S49. 3.19 
〃 〃 葦名神社の絵馬        133点(付棟札5枚) 十和田山根 葦名神社 〃 
〃 〃 細布織機       (付細布1巻、細布印 2コ) 十和田錦木 個人 S52. 2. 4 
〃 〃 百人一首献額                 20枚 十和田毛馬内 月山神社 〃 

〃 〃 栗山家「古代かづの紫根染・茜染資料」 
        染物38点、道具 37点 

花輪 鹿角市教育委員会 H 6. 4. 1 

〃 天然記念物 シダレカツラ              1本 八幡平 個人 S52. 2. 4 
〃   〃 シダレカツラ              2本 花輪 鹿角市 〃 
〃   〃 唐傘松(アカ松)               1本 八幡平 湯瀬自治会 S53. 2.22 
〃   〃 神明社親杉               1本 十和田末広 神明社 S58. 7.15 
〃   〃 長嶺毘沙門神社の大公孫樹        1本 八幡平 長嶺自治会 S61. 1.16 
〃   〃 八幡平神社境内のミズナラ        1本 八幡平 八幡平神社 〃 
〃   〃 大欠千手観音堂の大ケヤキ        1本 十和田末広 大欠自治会 H 2. 3.26 
〃   〃 下川原トゲウオ生息地 花輪 下川原自治会 S52. 2. 4 

 

（２） 登録文化財 4件 ( 国登録 4件 ) 

種別 名称 所在地 所有・管理者 指定年月日 
(国) 建造物 渡部家住宅主屋           1棟 八幡平 個人 H18. 3.27 
〃  〃 渡部家住宅土蔵           1棟  〃 個人 〃 
〃  〃 渡部家住宅門            1棟  〃 個人 〃 

〃  〃 旧関善酒店主屋           1棟 花輪 特定非営利活動法人 
関善賑わい屋敷 H18. 8. 3 
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１２ 教育委員及び教育関係委員 

 
1 教 育 長      （令和 5 年 4 月 1 日現在） 

職 名 氏 名 任 期 

教 育 長 阿 部 義 弘 
自 令和 4. 7.11 
至 令和 7.  7.10 

 
2 教 育 委 員          （令和 5 年 6 月 12 日現在） 

職 名 氏 名 職 業 任 期 
委   員 

(職務代理者) 
田 中 喜 昭 自営業 

自 令和  3. 5.26 
至 令和 7. 5.25 

委   員 安 倍 良 行 神 官 
自 令和 5. 6.12 
至 令和  9. 6.11 

委   員 和 田  学 自営業 
自 令和 2. 6.28 
至 令和  6. 6.27 

委   員 吉 田 孝 子 無 職 
自 令和  4. 5.26 
至 令和  8. 5.25 

 
3 歴代教育委員会委員長及び教育長 

委   員   長  教   育   長 
松 井 太 禅 （昭和 47. 4～昭和 47. 5） 
工 藤   忠 （昭和 47. 5～昭和 56. 5） 
小田島 邦 夫 （昭和 56. 5～平成元. 5） 
阿 部 豊 吉 （平成元. 5～平成 7. 5） 
吉 田 俊 龍 （平成 7. 5～平成 9. 5） 
岩 尾 昌 子 （平成 9. 6～平成 17. 3） 
安 倍 良 行 （平成 17. 4～平成 28.7） 

奈 良   寿 （昭和 47. 4～昭和 49. 5） 
柳 沢 源 一 （昭和 49. 5～昭和 63. 6） 
杉 山 新 吉 （昭和 63. 7～平成 4. 7） 
淺 利   忠 （平成 4. 7～平成 12. 7） 
織 田 育 生 （平成 12. 7～平成 18.12） 
吉 成 博 雄 （平成 19. 4～平成 24. 7） 
畠 山 義 孝 （平成 24.7～令和 4.7.10） 
阿 部 義 弘 （令和 4.7～） 
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４ 学校運営協議会委員                    （令和 5 年 4 月 1 日現在） 
花輪小学校 
番号 氏  名 役職等 

1 菅原 史明 花輪小学校 PTA 会長 
2 藤井 和 花輪小学校 PTA 副会長 
3 浅利 純子 地域コーディネーター 
4 沢田 欣之 元花輪小学校長 
5 川口 むつみ 花輪地区民生児童委員 
6 川口 広栄 花輪地域づくり協議会事務局長 
7 金山 和英 学校薬剤師 
8 柳澤 康隆 ㈱柳澤鉄工所 社長 
9 海沼 利幸 前花輪小学校 PTA 会長 
10 田中 雅徳 元花輪小学校 PTA 会長 
11 山﨑 秀将 花輪ばやし若者頭協議会会長 
12 駒木 利浩 花輪中学校長 
13 田中 洋 花輪小学校長 

  
柴平小学校 
番号 氏  名 役職等 

1 石川 祐見子 柴平小学校 PTA 会長 
2 兎澤 忠則 平元コミュニティ推進委員長 
3 伊藤 泰裕 花輪地区主任児童委員 
4 児玉 紀子 前地域コーディネーター 
5 大野 菜穂子 地域コーディネーター 
6 佐藤 博人 高屋自治会長 
7 小舘 信夫 高市自治会長 
8 村木 敏明 柴平小スポーツ指導ボランティア 
9 関 真澄 鹿角市人権擁護委員 
10 安保 比奈子 花輪にこにこ保育園園長 
11 金田一 晃宏 花輪中学校教頭 
12 村方 聖紀 柴平小学校長 
13 黒澤 真孝 柴平小学校教頭 
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十和田小学校 
番号 氏  名 役職等 

1 木村 芳兼 十和田小学校 PTA 会長 
2 赤坂 勲 十和田小学校 PTA 副会長 
3 村木 やす子 十和田小学校 PTA 副会長・地域コーディネーター 
4 栁沢 義一 農事組合法人末広ファーム代表理事 
5 佐藤 一彦 瀬田石自治会長 
6 高野 絵里子 十和田地区子ども世話人会副会長 
7 木村 智子 十和田地区民生児童委員 
8 山口 彰 十和田市民センター所長 
9 馬渕 大三 毛馬内盆踊り保存会会長 
10 栁沢 克三 毛馬内大太鼓保存会会長 
11 石川 孝 鹿角市社会教育委員 
12 吉田 美智子 毛馬内保育園園長 
13 小畑 人志 十和田中学校教頭 
14 成田 勇信 十和田小学校長 
15 髙田 美香子 十和田小学校教頭 

 
大湯小学校 
番号 氏  名 役職等 

1 大森 亘 大湯小学校 PTA 会長 
2 湯瀬 弘充 大湯小学校 PTA 副会長 
3 三上 豊 鹿角交通協会大湯地区長 
4 平塚 幸見 鹿角交通協会大湯地区会事務局長 
5 阿部 明子 大湯保育園園長 
6 藤田 由廣 中草木自治会長 
7 佐藤 葉子 パンジーの会代表 
8 湯瀬 彩子 地域コーディネーター 
9 柾木 理菜 十和田地区民生児童委員 
10 三上 英樹 道の駅おおゆ駅長 
11 奈良 文太郎 奈良石油(有）専務 
12 田中 昭仁 スポーツ少年団指導者 
13 小畑 人志 十和田中学校教頭 
14 石井 むつみ 大湯小学校長 
15 市川 尚樹 大湯小学校教頭 
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花輪中学校 
番号 氏  名 役職等 

1 安保 朗 花輪中学校 PTA 会長 
2 石井 和光 天戸森の会（前校長） 
3 川口 広栄 花輪市民センター所長 
4 髙瀬 幸広 花輪ばやし祭典委員会会長 
5 湯瀬 正子 花輪かるた会 
6 小林 光代 花輪図書館長 
7 村山 聡 村山事務器 代表 
8 岩舘 裕章 恩徳寺住職 
9 阿部 希美 DMO 推進室 
10 米田 均 元花輪中学校学校評議員 
11 金澤 裕子 元教員 
12 浅利 純子 地域コーディネーター 
13 佐藤 貢 花輪高等学校長 
14 田中 洋 花輪小学校長 
15 村方 聖紀 柴平小学校長 

 
十和田中学校 
番号 氏  名 役職等 

1 板橋 知也 十和田中学校 PTA 会長 
2 黒川 綾 十和田中学校 PTA 副会長 
3 山口 彰 十和田市民センター所長 
4 馬渕 大三 毛馬内盆踊り保存会会長 
5 三上 豊 学識経験者 
6 奈良 明子 鹿角市人権擁護委員 
7 栁沢 優子 十和田地区主任児童委員 
8 竹澤 茜 十和田地区主任児童委員 
9 青山 亜起菜 青山精工代表取締役 
10 湯瀬 彩子 地域コーディネーター 
11 村木 やす子 地域コーディネーター 
12 髙田 美香子 十和田小学校教頭 
13 市川 尚樹 大湯小学校教頭 
14 青山 秀人 十和田中学校長 
15 小畑 人志 十和田中学校教頭 
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尾去沢地区 
番号 氏  名 役職等 

1 石井 明 尾去沢小学校 PTA 会長 
2 工藤 政邦 尾去沢中学校 PTA 会長 
3 藤原 真由美 尾去沢小学校 PTA 母親委員 
4 片山 里美 尾去沢中学校 PTA 母親委員 
5 泉澤 輝男 尾去沢市民センター協議会会長 
6 髙杉 政人 尾去沢市民センター所長 
7 畠山 順一 母子生活支援施設ハニーハイムかづの施設長 
8 高橋 好晴 尾去沢中学校後援会長 
9 村木 佐知子 尾去沢郵便局長 
10 石坂 千雪 尾去沢児童クラブリーダー 
11 内田 清隆 尾去沢地区防犯連絡協議会会長 
12 髙杉 明美 元鹿角市教育委員会教育委員 
13 舘花 春香 元地域学校協働活動推進員 
14 田尻 恵子 尾去沢地区主任児童委員 
15 菅原 かおり 地域コーディネーター 

 
八幡平地区 
番号 氏  名 役職等 

1 浅石 正行 八幡平小学校 PTA 会長 
2 田中 貴子 八幡平小学校 PTA 副会長 
3 髙橋 紀雄 八幡平中学校 PTA 会長 
4 阿部 明人 八幡平市民センター所長 
5 門下 朋重 鹿角市社会教育委員 
6 阿部 清美 八幡平なかよしセンター園長 
7 石坂 洋和 元八幡平中学校 PTA 会長 
8 海沼 寿和 前八幡平中学校 PTA 会長 
9 石坂 隆幸 鹿角剣道連盟会長 
10 佐藤 由美子 地域学校協働活動推進員 
11 金澤 美紗音 地域コーディネーター 
12 中村 史子 八幡平小学校長 
13 阿部 宗近 八幡平中学校長 

任  期 令和 5 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 
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５ 鹿角市給食センター運営委員会 
番号 氏  名 役職等 

1 田中  洋 花輪小学校長 

2 石井 むつみ 大湯小学校長 

3 駒ケ嶺 充 尾去沢小学校長 

4 駒木 利浩 花輪中学校長 

5 阿部 宗近 八幡平中学校長 

6 木村 真理子 十和田小 PTA 

7 湯瀬 彩子 大湯小 PTA 

8 小笠原 敬子 八幡平小 PTA 

9 安保 真紀子 十和田中 PTA 

10 片山 里美 尾去沢中 PTA 

11 亀田 純礼 柴平小学校 

12 富樫 苑子 尾去沢中学校 

13 相澤  寛 北秋田地域振興局大館福祉環境部長 

14 長崎 真知子  花輪中学校栄養教諭 

15 児玉  舞 花輪小学校栄養職員 

任  期 令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 
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１３ 社会教育関係委員及び関係団体 
 
１ 社会教育委員 

委員長 石井 勲  副委員長 門下 朋重   
番号 氏  名 職  業 選出区分 

1 駒ケ嶺   充 校  長 学校 
2 阿 部 宗 近 校  長 学校 
3 髙 杉 奈穂子 会 社 員 PTA 代表 
4 石 井    勲 無  職 社会教育関係 
5 敦 賀 三 郎 無  職 社会教育関係 
6 田 中 喜美子 団体職員 社会教育関係 
7 大 澤 宏 子 無  職 家庭教育関係 
8 門 下 朋 重 会 社 員 学識経験者 
9 石 川    孝 自 営 業 学識経験者 
10 関   真 澄 団体職員 学識経験者 

任  期 令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 
 

２ 文化財保護審議会委員                  
委員長 高橋 忠彦  副委員長 藤井 安正  

番号 氏  名 選出区分 分  野 
1 駒ヶ峯   茂 学識経験者 建築 
2 関   友 征 学識経験者 郷土史 
3 金 澤 裕 子 学識経験者 美術 
4 小 林 光 代 学識経験者 図書 
5 高 橋 忠 彦 学識経験者 考古学 
6 藤 井 安 正 学識経験者 考古学 
7 瀬 川 正 展 学識経験者 教育 

任  期 令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 
 

３ 生涯学習奨励員 
会長 岩舘 裕章  副会長 木村 智子  

番号 氏  名 主な奨励内容 
1 岩 舘 裕 章 星空観察・座禅 
2 岩 間 和 子 クラフト 
3 安 保 隆 二 合唱・ミュージックベル 
4 奈 良 友紀子 書道・百人一首かるた 
5 伊 藤 京 子 音楽・手芸 
6 山 口 京 子 短歌・むかし話 
7 竹 澤   茜 バレエ 
8 木 村 智 子 大正琴・シルバーリハビリ体操 
9 三ケ田 肇 子 料理 
10 鎌 田 眞里子 陶芸 
11 北 村 孝 子 書道・水墨画 
12 長谷川 和 子 俳句 
13 神 田 政 子 書道 
14 山 口 光 子 生け花 
15 稲 垣 惠美子 歌・踊り 

任  期 令和 5 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 
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４ スポーツ推進審議会委員 
会長 田口 將  副会長 泉澤 輝男  

番号 氏  名 選出区分 
1 田 口   將 学識経験者 
2 杉 山   実 学識経験者 
3 駒 木 利 浩 学識経験者 
4 泉 澤 輝 男 学識経験者 
5 田 中 雅 徳 学識経験者 
6 浅 利 純 子 学識経験者 
7 阿 部 大 地 関係行政機関 

任  期 令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 
 
５ スポーツ推進委員 

委員長 杉山 実  副委員長 金澤 渉  
番号 氏  名 職  業 

1 阿 部 徳 正 無  職 
2 杉 山   実 無  職 
3 浅 利 純 子 無  職 
4 金 澤   渉 会 社 員 
5 金 澤 智恵子 会 社 員 
6 竹 澤   茜 自 営 業 
7 黒 澤 正 幸 自 営 業 
8 松 宮 郁 代 団体職員 
9 木 村 剛 雄 自 営 業 
10 石 井   明 会 社 員 
11 畠 山 哲 哉 会 社 員 
12 大 森   亘 会 社 員 
13 田 中 節 夫 無  職 
14 村 方 留里子 自 営 業 

任期 令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 
 
６ 図書館協議会委員 

   会長 沢田 欣之  副会長 高橋 アヱ  
番号 氏  名 選出区分 

1 沢 田 欣 之 学 識 経 験 者 
2 兎 澤 三 果 学 識 経 験 者 
3 安 保 恵 里 学 識 経 験 者 
4 村 方 聖 紀 学校教育関係者 
5 高 橋 ア ヱ 学 識 経 験 者 
6 高 木 豊 平 学 識 経 験 者 
7 藤 田 礼 子 学 識 経 験 者 
8 成 田 勇 信 学校教育関係者 

      任期 令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 
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７ 社会教育関係団体                   （令和 4 年 7 月 1 日現在） 
番号 名称 会長名 事務局 

1 鹿角市芸術文化協会 黒 澤 一 夫 （事務局長） 
奈良 努 

2 鹿角市文化財保護協会 和井内 貞 光 （事務局長） 
佐藤 友信 

3 青少年育成鹿角市民会議 高 杉 奈穂子 生涯学習課 
社会教育班 

4 鹿角市子ども会育成連合会 児 玉 政 明 生涯学習課 
社会教育班 
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８ 鹿角市芸術文化協会加盟団体 

令和5年3月31日現在 
番号 団体名 内容・流派 代表者名 

1 十和田短歌会 短歌 高木 英子 
2 花輪俳談会 俳句 北村 孝子 
3 鹿角民話の会どっとはらえ 民話 北村 正人 
4 池坊佐藤社中 華道 池坊 佐藤 初恵 
5 花輪宝生会 謡曲 宝生流 関 幸一 
6 廣謡会 謡曲 観世流 安田 孝司 
7 鹿角民謡保存会 民謡 黒沢 文男 
8 清絃会山崎冴賀社中 箏曲 生田流 山崎 冴賀 
9 鹿角大正琴花かげ会 大正琴 武藤 和子 
10 Mモダンダンスカンパニー 洋舞 高橋 幸奈 
11 水木流花輪水木会 日舞 水木 歌昭 
12 新舞踊明扇流華の会 新日本舞踊 川又 美智子 
13 花輪の町踊り保存会 郷土芸能 踊り 菅原 廣志 
14 鹿角水墨画・書道教室 水墨画・書道 北村 孝子 
15 演劇を楽しむ会 演劇 村木 哲文 
16 花輪かるた会 競技かるた 田中 恵子 
17 KMO鹿角音楽事務所 音楽 奈良 節夫 
18 さくらこども教室 新舞踊 工藤 綾乃 
19 アカネバレエスタジオ 洋舞 竹澤 茜 
20 文化箏華かげの会 文化箏 舘洞 蓉子 
21 茶道裏千家淡交会 茶道 三坂 宗保 
22 ファミリアはるこ 舞踊 木村 千春 
 合  計 22団体  
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９ NPO法人鹿角市スポーツ協会及び加盟団体            （令和5年5月31日現在） 

団体名 会長 
事務局 会員数 

（人） 住所 担当者 
NPO 法人鹿角市スポーツ協

会 
田 口    將 

花輪字荒田4-1 
（記念スポーツセンター内） 

畠 山 哲 哉 － 

1 鹿角陸上競技協会 泉 澤 輝 男 花輪字荒田4-1（鹿角市役所内） 児 玉 純 哉 59 

2 鹿角市野球協会 三 上   豊 花輪字荒田4-1（鹿角市役所内） 黒 沢 書 彦 350 

3 鹿角剣道連盟 石 坂 隆 幸 花輪字下花輪21 大 里 雄 希 31 

4 鹿角柔道連盟 関  清 明 花輪字下花輪1-3 土 舘 崇 教 34 

5 鹿角市ｿﾌﾄﾃﾆｽ協会 関  道 男 十和田毛馬内字寺ノ上33-12 成 田    勝 25 

6 鹿角市卓球協会 安 保 英 禎 花輪字荒田4-1（鹿角市役所内） 黒 澤 昌 基 19 

7 鹿角市相撲連盟 阿 部 良 助 八幡平字大里川原47-1 浅 石 憲 明 13 

8 鹿角市スキー連盟 北 村 幸 男 尾去沢字蟹沢35-1 松 岡 勝 豊 123 

9 鹿角市ボウリング協会 成 田  充 八幡平字老沢25-79 舘 花 道 明 12 

10 鹿角市ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ協会 上 田 啓 恒 花輪字下花輪78 杉 澤  裕 11 

11 鹿角市ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会 工 藤 広 治 
花輪字八正寺13 
（花輪市民センター内） 

三ケ田  全 18 

12 鹿角ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 田 中 一 良 花輪字下花輪23 根 市  総 55 

13 鹿角サッカー協会 山 崎 道 博 花輪字柳田28（村山事務器） 橋 場 一 秀 70 

14 鹿角ﾎﾞｰﾙﾙｰﾑﾀﾞﾝｽ連盟 長澤 ヤス子 花輪字中花輪13 土 舘    昇 90 

15 鹿角弓道会 津 嶋 正 司 花輪字合ノ野182 安 保 勝 彦 12 

16 八幡平体育協会 高 見 英 昭 
八幡平字小豆沢碇114 
（八幡平市民センター内） 

阿 部 明 人 4,000 

17 尾去沢地区体育協会 佐 藤 栄 治 
尾去沢字軽井沢46-5 
（尾去沢市民センター内） 

髙 杉 政 人 82 

18 鹿角中学校体育連盟 駒 木 利 浩 
花輪字陳場125 
（花輪中学校内） 

阿 部 匡 宏 778 

19 
鹿角市スポーツ少年団

本部 
海 沼 知 行 

花輪字荒田4-1 
（記念スポーツセンター内） 

川 又 美 奈 － 
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歴史民俗資料館 花輪字中花輪113番地　℡ 22-7288

(兼)副主幹

℡ 37-3822

大湯ストーンサークル館 館長

主任

花海義人

赤坂朋美
℡ 37-3822

出土文化財管理センター

十和田大湯字万座45番地

先人顕彰館 十和田毛馬内字柏崎3番地2　　℡ 35-5250

阿部博之

三浦真義

ふるさと・キャリア教育コーディネーター 佐藤良子

泉谷　香

田村めぐみ

十和田大湯字万座13番地

(兼)主査

(兼)主任 児玉竜司

阿
部
義
弘

大
里
　
豊

政策監

花輪図書館 花輪字八正寺13番地　　℡ 23-4471

十和田図書館 十和田毛馬内字上陣場19番地5　　℡ 35-3239

℡ 22-0257

副所長 田中一良 センター員

中学校

教育センター (兼)所長 古谷敦浩

渡
部
裕
之

(兼)指導主事

(兼)主査 (兼)主査

就学支援コーディネーター

主査 湯沢友和 主査

教
育
機
関

阿部博之副主幹(兼)班長

川又昭文

教
育
委
員
会

スポーツ振興課

児玉　充

文化の杜交流館 館長 成田小百合

主査 髙橋秀明
℡ 30-0293

花輪字八正寺13番地

田原智明

教
育
長

教
育
部
長

教
育
次
長

児玉純哉

学事指導管理監

主査

学事指導班 田村めぐみ 指導主事

１４　教育委員会組織機構
令和5年6月1日現在

総務学事課 総務班 大森美佳子

山本　舞 主事 村上延矢

主事 阿部史穏

主幹(兼)班長 主査 安保　尊

主任
(兼)課長

渡部裕之

関　諭史 主事

村木　芳

阿部俊哉

社会教育主事

主査 赤坂　勲

佐藤美貴子

安保俊光

工藤　海

(兼)主査

学校給食センター

主任

副主幹(兼)班長 主査

副主幹

田中康子

伊藤恵里菜

田村めぐみ

(兼)主任

(兼)主査

岡本有晏

(兼)主査

課長

(兼)主事

(兼)主事

菅原良二

川又昭文 関　諭史

文化財振興班

工藤　海

主事 青山虎ノ介

(兼)主事 木ノ内瞭

丸岡未央子

工藤　海(兼)主任(兼)主任 赤坂朋美

(兼)主査 関　諭史

安保　尊 主査 丸岡未央子

(兼)センター長 花海義人

川又昭文 主査 田中千亜紀

村上延矢 (兼)主事 三浦真義

主事 木ノ内瞭

児玉竜司主任

事
務
局

(兼)所長 渡部裕之 (兼)副主幹 (兼)主査

(兼)主査 田中千亜紀

(兼)主査 安保　尊

安保　尊

三浦真義

課長

古田　渡

生涯学習課 社会教育班 副主幹(兼)班長

花輪字荒田1番地1

小学校

主事 赤坂広伸

主事

安保　尊

古谷敦浩

主査
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鹿角市教育センターの運営 
 

花輪字荒田１番地１  電話 22-0257 
目  的 
 
 鹿角市の教育振興を図る。 
 
 
基本方針 
 
（１）鹿角市学校教育目標の基本方針と重点目標の具体的実践のために、現職教育や調査研究等を

通して、教職員の研修活動の推進を図る。 
（２）学校教育、教育行政推進のための事務局として、各小・中学校、教育関係機関との連携を密

にし、教育研究資料の収集、整備を行う。 
（３）幼児、児童生徒に対する適正な就学支援を行うとともに、学校教育への適応を促進するため

の教育相談を行う。 
（４）小坂町教育委員会との連携を深めるとともに、各種研究大会等に協力していく。 

 
 
運営の重点 
 
 （１）教職員の資質向上を目指す実践的な研修 

① 学力向上・学級経営に関する研修（教科授業研、道徳･教科外授業研、地区研修会等） 
② 教育実践発表会・教育講演会の開催 
③ よりよい学習集団づくりに関わる研修 
④ 理科研究に関する事業 
⑤ 情報教育に関する研修 
⑥ 鹿角初任者研修（年間２回） 
⑦ ふるさと・キャリア教育の推進 
⑧ いじめ・不登校に関する調査、研修 

 
 （２）学校教育に役立つ資料の作成・情報などの提供 

① 教育研修委員会「研究紀要 かづのの教育」 

② 理科研究委員会「鹿角の理科」 

③ 教育センターだより「はんみょう」 

④ ふるさと・キャリア教育推進事業「夢たん通信」 

⑤ 鹿角地区児童生徒の発育状況 

⑥ Ｑ-Ｕを活用した学習集団づくりの事例「Ｑ-Ｕ活用レポート」 
 
 （３）教育支援活動の充実 

① 教育支援委員会・調査委員会による適正教育支援 

      ② 教育相談による学校への適応促進（かづのこもれび相談事業） 

      ③ 未就学児の就学支援及び支援員の研修・支援(就学支援事業) 

   ④ 標準学力調査とＱ-Ｕを活用したよりよい学習集団づくりの推進 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 31 -



 

 
組  織 

 所 長  古谷 敦浩（総務学事課学事指導管理監）…… 全体把握 

 副 所 長  田中 一良（鹿角市教育センター）   …… 所長補佐・事務掌理 

 運 営 委 員 長  田中  洋（花輪小学校長）      …… 教育研修委員会担当 

運 営 委 員  中村 史子（八幡平小学校長）     …… 学習集団づくり委員会担当 

         松尾  弘（尾去沢中学校長）       …… 理科研究委員会担当 

青山 秀人（十和田中学校長）     …… 情報教育委員会担当 

成田 勇信（十和田小学校長）     …… 初任者研修担当 

阿部 宗近（八幡平中学校長）     …… ふるさと・キャリア教育委員会担当 

奈良  育（小坂小・中学校長）    …… いじめ・不登校委員会担当 

村方 聖紀（柴平小学校長）      …… 鹿角市教育支援委員会担当 

阿部 博之（鹿角市教育委員会指導主事）…… 全体指導 

山﨑 康孝（小坂町教育委員会指導主事）…… 全体指導 
 
 

鹿角市教育支援委員会の運営 
 
目  的 
 
鹿角市立小・中学校に入学する又は在学する者のうち、心身に障害等を有する児童及び生徒に対し、 

適正な就学支援を行う。 
 
 
活動内容 
 
（１） 調査委員会の調査、検査の結果を受けて、就学のための総合判定を行う。 

 
（２） 特別支援教育に関する研修及び保護者への啓発活動、その他必要な調査研究並びに資料の収

を行う。 
 

     【留意事項】 
プライバシーや個人情報の保護の観点から、会の記録、資料等については、目的以外に使

用することなく、教育的配慮をもって処理し、保管していく。 
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鹿角教育研修委員会の運営 
 
統一研究テーマ 
 
 『確かな学力を身に付け、心豊かでたくましい児童生徒の育成』 
 
 
目  的 
 
  鹿角市・小坂町の小学校・中学校に勤務する教員に対する研修（授業研究会、地区研修会、

教育実践発表会・教育講演会）を実施し、資質能力の向上を図る。 
 
 
基本方針 

 ① 「確かな学力を身に付けさせる指導法の研究」と「心豊かでたくましい児童生徒の育成」

を柱にしながら、鹿角の課題である学力の向上を総合的に目指す。 

 ② 研究校は、統一研究テーマのもと、自校の研究主題に基づき、研究を深めていく。 

 ③ 研究の質的な充実と推進のための連絡調整を図るため、研修委員会はその役割を担う。 

 ④ 研究が日常の実践に生かされ、学力向上へとつながっていくことを目指す。標準学力調査

や学習状況調査、Ｑ－Ｕを研究のものさしとして活用し、指導法の改善に努める。 
 
 
令和５年度事業概要 
 
（１）授業研究会 
  ① 小学校教科授業研究会…10月26日(木) 
   ・尾去沢小学校(理科、生活) 
   ・小坂小学校(外国語、外国語活動) 

② 中学校教科外授業研究会…10月24日(火) 
・花輪中学校(総合的な学習の時間) 

 
（２）教育実践発表会・教育講演会  令和6年1月9日(火) 
 
（３）地区研修会 
   地区（中学校区）ごとに小・中学校で合同研修会を実施 

・花輪地区 
・十和田地区 
・尾去沢地区 
・八幡平地区 

 
（４）研究主任おすすめの授業 
   若年層教員の資質向上を図るため、各校研究主任が推薦する優れた授業実践を参観する機会

を設定し、実施する。 
 
（５）研究紀要「かづのの教育」第33集発行 
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【 小学校 】

学校名
研究教科
・領域

研 究 主 題

花　輪 体育
 主体的に学び、高め合う子どもの育成
 ～「聞きたい・伝えたい」「できる・分かる」のある授業実践を通して～

柴　平 国語
 主体的に学び、共に高め合う子どもの育成
 ～ 対話を通して言葉の力を育む授業づくりを目指して ～

十和田 算数
 主体的に学び、高め合う子どもの育成
 ～「みんなで分かる」「一人でできる」を実感する算数科の授業づくりを通して ～

大　湯 算数
 主体的に学び、共に学び合い、確かな学びを実感できる子どもの育成
 ～「秋田の探究型授業」の基本プロセスを機能させた授業づくりの充実 ～

尾去沢
理科
生活

 主体的に学び、共に探究し続ける子どもの育成
 ～ 学び合いを充実させ、深まりのある授業を目指して ～

八幡平 音楽
 主体的に学び、共に高め合う子どもの育成
 ～ 音楽科の実践を通して ～

【 中学校 】

学校名
研究教科
・領域

研 究 主 題

花輪 全教科
 自ら考え、伝え合い、高め合うことができる生徒
 ～「ぶれない」授業、「学び合い」のある授業をBrush Up ～

十和田 全教科
 自ら関わり高め合い、学びを楽しむ生徒の育成
 ～ ＩＣＴの共同的な活用とぶれない授業を通して ～

尾去沢 全教科  教科等の「見方・考え方」を働かせて学びを深め、学力向上につながる授業の創造

八幡平 全教科
 主体的・協働的に学び、発信できる生徒の育成
 ～「骨太の学力」を育む授業の構築 ～

鹿角市小・中学校　研究主題一覧
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児童生徒の発育状況

令和５年４月測定

小学校児童の平均体位

身　長 （㎝） 体　重 （㎏）

鹿角地区 全　国 秋田県 鹿角地区 全　国 秋田県

男 117.8 116.7 117.8 22.4 21.7 22.4
女 117.3 115.8 116.9 22.1 21.2 21.8
男 124.0 122.6 123.6 25.1 24.5 25.3
女 123.0 121.8 123.1 25.1 23.9 24.8
男 129.5 128.3 129.6 29.3 27.7 29.1
女 129.5 127.6 129.4 28.6 27.0 28.3
男 135.0 133.8 135.2 32.8 31.3 33.1
女 135.3 134.1 135.4 31.3 30.6 32.0
男 141.6 139.3 140.5 37.9 35.1 36.8
女 140.9 140.9 143.2 35.9 35.0 37.1
男 148.0 145.9 147.5 42.5 39.6 41.6
女 148.5 147.3 148.5 41.3 39.8 41.3

中学校生徒の平均体位

身　長 （㎝） 体　重 （㎏）

鹿角地区 全　国 秋田県 鹿角地区 全　国 秋田県

男 155.8 153.6 155.1 48.7 45.2 47.3
女 152.7 152.1 153.2 47.3 44.4 46.3
男 162.5 160.6 162.7 53.3 50.0 52.9
女 155.1 155.0 156.1 49.9 47.6 49.0
男 166.3 165.7 167.3 55.7 54.7 57.3
女 156.6 156.5 156.9 52.7 50.0 51.1

中学校卒業生の進路状況（令和４年度卒業生）

卒業生 高校・高専
特別支援
教育諸学校

専修学校 就職 無業者

115 115
69 69
18 18
34 34
236 236計

学校名

１学年

２学年

３学年

花輪中学校

十和田中学校

尾去沢中学校

４学年

５学年

６学年

八幡平中学校

１学年

２学年

３学年
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鹿角市市民センターの運営方針 
 

１ 基本方針 

ふれあいのある心豊かな地域社会を実現するため、地域住民・団体と連携・協力して、地域

課題に対応した学習機会の充実に努めるとともに、地域における住民の交流及び自発的な地域

づくり活動の拠点となる市民センター活動を展開するものとします。 

 

 

２ 重点目標 

（１） 住民自治に基づく地域づくり活動の促進 

 ① 地域課題の把握とその解決に向けた住民の取り組みを促進します。 

 ② 地域の特色・資源の活用と、新たな地域文化の創造を促進します。 

 

（２） 生涯学習社会における社会教育の推進 

 ① 地域の特色を生かした学習の機会を充実します。 

 ② 青年、成年、高壮年など生涯各期における学習機会を提供します。 

 ③ 時代の変化に即応し、実践と連動する学習を推進します。 

 ④ 自主的な学習活動を奨励・支援します。 

 ⑤ 芸術文化活動を振興します。 

⑥ 市民が進んでスポーツに親しむ機会（生涯スポーツ）を充実します。 

 

（３） 効果的・効率的な市民センターの運営 

① 市民センターの運営を地域づくり協議会等と共動で行い、ノウハウの共有に努めると 

ともに、地域づくり協議会等の活動に対し支援します。 

 ② 市民センター相互・各地域づくり協議会等の連絡調整により、均衡ある地域活性化に 

配慮します。 

③ 施設運営に利用者の声を生かすとともに、快適な利用環境の維持に努めます。 
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鹿角市花輪市民センター運営計画 
花輪字八正寺 13 番地 電話 23-3351 

 
１ 活動テーマ  「かだれ ～みんなで地域づくり～」 
 
２ 分野別重点事項 
分  野 現  状  分  析 本年度の重点事項 

広報・情報 
提供活動 

(1) センターだよりを毎月発行及びホー

ムページでの事業及び活動報告を掲

載。 
(2) 事業のチラシ・ポスターを作成し、

掲示・設置のお願いをして効果を上

げている。 
(3) 報道機関への連絡、センター活動資

料の提供に努めている。 
(4) 事業記録写真の館内掲示及び保存を

している。 
(5) NPO インターネット鹿角のイベン

ト情報局と提携し、逐次イベントの

案内をしている。 

(1)センターだよりの内容の充実ととも

に、ホームページ等を活用する。 
(2)事業のチラシ・ポスターの配布、掲

示に努める。他施設と連携を図る。 
(3)報道機関への積極的な資料の提供に

努める。 
(4)各団体への視聴覚機材、教材の利用

についての PR に努める。 
(5)NPO インターネット鹿角、きりたん

ぽ FM との相互協力に努める。 

人材の育成   
 

少年教育 

(1)少子化の影響で子ども会活動が困難

な地域もあるので、近隣子ども会合

同活動を奨励している。 
(2)中学生の子ども会への参加が減少傾

向にある。 

(1)少子化現象に伴う、近隣子ども会合

同活動を奨励する。 
(2)学校や子ども会ではできない活動を

推奨する観点から、わくわく土曜教

室事業「サタちびっ」を実施する。 

青年教育 

(1)青年の地域意識の希薄化、余暇の過

ごし方の多様化もあり、事業実施が

難しいが、高校生の事業参加を推奨

している。 
(2)地域の文化･環境について知らない

ことが多いが、知る機会に恵まれて

いないことも要因になっている。 

(1)青年が地域活動に興味を持ち、市民

センター活動を身近に感じられるよ

う事業を展開する。(例)水鉄砲合戦、

雪上バレーボール大会、高校生プロ

グラム「サタプロ」 
(2)「スローライフ講座」や「おいしく

食べて健康づくり」で青年が興味を

持つプログラムを作る。 

成人教育 

(1)趣味の多様化の中で、成人の学習へ

の意欲は高まり多様化している。 
(2)働く女性の増加、核家族化等ライフ

スタイルが多様化している中で、女

性が学習することは、時間的制約が

多く、なかなか困難な状況にある。 
(3)地域の文化･環境について知らない

ことが多いが、知る機会に恵まれて

いないことも要因になっている。 

(1)成人への出会いの場や交流の場等の

情報提供を図る。「おいしく食べて健

康づくり」は食に関する知識の提供

や参加者の交流を図る。 
(2)ニーズの把握に努め事業の細分化を

行う。この観点から、新しい知識や

教養・技術を身につける「スローラ

イフ講座」を実施する。できる限り

託児を設け、参加環境の改善を図る。 
(3)地域文化を深く知ってもらえる工夫

をする。 
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分  野 現  状  分  析 本年度の重点事項 
人材の育成   

 
高齢者 
教育 

(1)健康寿大学は、高齢者の自主性を尊

重し、老人クラブ連合会と連携して

事業を実施し、高い出席率を誇る。 
(2)若年高齢者の参加も少しずつ増えて

いるが、高年高齢者との学習内容が

課題になっている。 

(1)大学の運営、学習内容の一層の充実、

運営を図る。 
(2)高齢者の自主グループ・サークル活

動の支援を行う。 
(3)移動学習の内容検討を図る。 

環境の美化 (1)花いっぱい運動に協力している。 
(2)自治会の美化活動に任せている。 

(1)花壇作りの各種団体へ奨励を図る。 

健康づくり 

(1)スポーツを通しての健康づくりで

は、競技性のあるもの、娯楽性のあ

るものに分け、参加者のニーズに合

うよう実施形態を見直した。 
(2)食や他の面からも健康づくりが求め

られている。 

(1)伝統を重んじつつ、より一層参加者

のニーズに合うよう、実施内容を検

討する。 
(2)食の面からの健康づくりとして「お

いしく食べて健康づくり」を実施す

る。 

住民交流 

(1)少子高齢化等により、単位子ども会、

自治会活動が制約され、各種大会へ

の参加が難しくなっている。 
(2)地域の文化活動を奨励し、異地区・

異年齢の交流を図り、健全育成に努

めている。 

(1)単位子ども会、自治会単独で参加す

ることが難しい場合、合同チームを

作るなど、参加しやすい仕組みづく

りを進める。 
(2)地域の文化活動である百人一首かる

た競技の普及と児童生徒の健全育成

を図る。 

地域文化の 
振興 

(1)花輪市民センターまつりでは、市民

センター利用団体のみならず、地域

で活動する団体・個人にも呼びかけ、

日常活動の発表の場としている。 
(2)伝統芸能継承のための花輪の町踊り

講習会は、保存会が中心となり、基

本的な踊り方が習得できることで毎

年多くの受講者がある。 
(3)展示ギャラリーを利用した企画展開

催以外、月ごとに各種団体・個人に

作品を展示していただいている。 

(1)より多くの個人・団体が出展し、文

化・芸術・賑わいを通して多くの住

民が集い交流を深め、親しまれる行

事となるよう努める。 
(2)町踊りが一層普及し、地域にとって

かけがえのない伝統芸能になるよ

う、保存会と連携し講習会の充実に

努める。 
(3)ギャラリー展の内容充実を図り、住

民に芸術作品及び文化財に触れる機

会を提供する。 

地域づくり 
の推進 

(1)地域に活かそう市民の力事業の充実

を図る。 
(2)コミュニティづくりとして、地域住

民が主体となって、地域で何が必要

か、何をすべきかを把握することが

必要となっている。 

(1)これまで少なかった自治会との接点

を増やすため、｢いきいき地域づくり

会議｣では、移動研修会や交流会を開

催し、自治会相互の話合いの場を提

供。 
(2)「輝け☆音楽王 HANA－１決定戦」

では、地域住民の交流や世代交流の

場を提供。 
(3)平元地区コミュニティで毎年行って

いる「平元地区コミュニティ推進大

会」を支援する。 
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３ 事業実施計画 
（１）広報・情報提供活動 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

ｾﾝﾀｰ報「花ご

よみ」の発行 

事業や催し物の情報

提供、地域づくり協議

会の活動報告 

市民センターだより

の発行 
Ａ４版両面 6,000 部 

 
 毎月 1 日 

広報活動 広報活動の充実 

新聞、ポスター、チラ

シ、きりたんぽＦＭの

活用、ホームページ等

への掲載。 

 

 
 

年間 
 

視聴覚機材の 
活用 

ビデオプロジェクタ

ーや視聴覚機材の有

効活用を図る 

視聴覚機材（ビデオプ

ロジェクター）等の貸

し出し 

 
花輪市民 
センター 

 
年間 

 

記録保存 資料としての映像化

と記録写真の保管 
行事活動記録の保存

と活用 
 花輪市民 

センター 年間 

 
（２）人材の育成 

① 少年教育 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

サタちびっ 

子どもたちの仲間作

りや交流・体験活動を

通して心身の成長に

資する 

土曜日基本として野

外活動や物づくりな

ど、集団活動をする。

他団体と共催して行

う。 

各回 
20 人 
程度 

花輪市民 
センター等 年間 2 回 

少年団体の育成 子ども会活動を助長

する 
子ども会世話人会活

動を活発化する 
  年間 

 
② 青年教育 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

水鉄砲合戦 

余暇の過ごし方が多

様化し、地域意識の希

薄化も問題になって

いるため、青年の人材

育成を目的とした事

業実施が大変難しい。

講義･講演等は実施せ

ず、集い、楽しむこと

を目的とした活動を

行う。 

４人１チームで竹製

水鉄砲をつかった対

戦式ゲーム 
オリジナルルールで、

楽しめる大会とする。          

この大会を機に参加

者同士が交流し、別の

催しにも参加してく

れるよう促す。 

4 人 
1 組 

アメニティ 
パーク 9 月 3 日 

高校生プログラム

「サタプロ」 
 

若者自身の手による

地域貢献の芽生え、ま

た、高校生が社会人と

して「同じ目線で働く

目的」の場の提供 

高校生によるイベン

トの企画・運営をす

る。 
楽しみながら様々な

アイディアを実行。 

10 人 花輪市民 
センター他 

8～10 月 
(8 回) 
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③ 成人教育 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

スローライフ 
講座 

衣食住全般と精神的

な充足を求める。ま

た、地域の仲間とのつ

ながりを深め、地域課

題や生活課題の解決

を目的に、啓蒙を含め

住みよい地域づくり

を推進する。 

スローライフという

面から新しい知識や

教養・技術を身につけ

る。 
また、精神的な充足を

求める学習の環境を

整える。 

80 人 花輪市民 
センター等 

6～2 月 
5 回程度 

花輪地区子ど

も会世話人会

研修会 

子ども会世話人の役

割、地域での活動のあ

り方を学ぶ 

事例発表、講話、研修

など 50 人 花輪市民 
センター 

4 月 
7 月 

12 月 

グループ育成 学習活動の助長 学習、サークル、グル

ープ活動の指導・協力  
花輪市民 
センター 年間 

団体育成 

花輪地区子ども会世

話人会及び鹿角市子

ども会育成連合会の

育成と連携 

子ども会世話人会研

修の開催 
  

花輪市民 
センター 年間 

 
④ 高齢者教育 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

健康寿大学 

｢豊かな生活、丈夫な

体、明るい仲間づく

り｣をめざして、住み

よい地域社会づくり

に参加する 

希望の持てる学習と

地域づくりへの参加。

学 位 制 度 よ り 学 士

証・修士証・博士証を

設定。文集「とちの木」

の発刊 

80 人 花輪市民 
センター等 

5～1 月 
8 回 

団体育成 老人クラブ活動の助

長 
地区老人クラブ活動

の支援・協力  
花輪市民 
センター 年間 

 
（３）環境の美化 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

花いっぱい運動 

美しい郷土づくりを

するため市民の理解

と積極的な参加を推

進。 

花苗・種子の配布 
花壇づくりの推進 

 市内 4～10 月 

 
（４）健康づくり 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

おいしく食べ

て健康づくり 

食に関する環境や課

題に合わせ、講義や調

理実習を行うことで、

健康づくりの一翼を

担う 

食に関する様々な内

容の調理実習と講義

の開催 
各回 
10 人 
程度 

花輪市民 
センター 

5～12 月 
4 回程度 
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事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

花輪地区町廻

り駅伝競走大

会 

終戦記念日に戦没者

を慰霊し、平和への祈

念を新たにするとと

もに、体力を増進し、

健康の喜びを交歓し

あいながら、自治会、

異年齢間の交流を図

る 

町内対抗競技会 
小・小女・中・一般・

一般女子 

30 ﾁｰﾑ 花輪町内 8 月 15 日 

雪上バレー 
ボール大会 

運動不足になりがち

な冬季に、楽しみなが

ら体を動かし、異年

齢、異業種間の交流を

図る。 

自由なチーム編成か

らなる４人制特別ル

ール雪上バレーボー

ル大会 
80 人 

アメニティ 
倶楽部ハウス 
グラウンド 

2 月 3 日 

 
（５）住民交流 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

花輪地区市民

大運動会 

体力増進と健康の喜

びを交歓しあい、自治

会・異年齢間の交流を

図る 

町内対抗競技会。競技

の時間短縮を図り、異

年齢が参加し易い大

会を行う。 

200 人 

総合運動

公園 
（陸上競

技場） 

- 

花輪地区少女

バレーボール

大会 

子どもの地域活動と

仲間づくり 
子ども会対抗競技会

（小・中混合） 5 ﾁｰﾑ 
鹿角市記念

スポーツ 

センター 
7 月 30 日 

子ども会対抗

バブルスーツ

大会 

子どもの地域活動と

仲間づくり 
子ども会対抗バブル

サ ッ カ ー 競 技 大 会

（小・中混合） 
 

6 ﾁｰﾑ 
鹿角市記念

スポーツ 

センター 
未定 

花輪地区子ど

も会対抗かる

た大会 

「百人一首かるたの

里」としてなじみの深

いかるたを子どもた

ちに奨励し、異地区・

異年齢の交流を図り、

健全育成を図る。 

子ども会対抗百人一

首競技大会 
1 チーム 4 人制 
（小・中・混合） 10 ﾁｰﾑ 花輪市民 

センター 1 月 13 日 

 
（６）地域文化の振興 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

花 輪 市 民 セ

ン タ ー ま つ

り 

市民の学習発表と交

流の場としながら文

化活動、芸術作品に触

れ合う機会とする 

文化活動、芸術作品の

成果の発表、メイン展

示、こもれび広場での

イベント。 

2,400 人 

花輪市民 
センター 
こもれび広場 
コモッセ屋外 

 
10月 27日 
～29 日 
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事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

花 輪 の 町 踊

り講習会 

「花輪の町踊り」の継

承と郷土愛を育むた

め、基本的な踊り方を

習得するとともに、同

好者の拡充と親睦を

図る。 

花輪に伝わる民俗芸

能「町踊り」15 種を学

ぶ 200 人 花輪市民 
センター 

5～7 月 
（16 回） 

市 民 ギ ャ ラ

リー展示 

学習作品や市所蔵美

術品などの展示によ

る普及と充実 

団体の計画期間ごと

の作品展示及び企画

展 
 

花輪市民 
センター 

 
年間 

団体育成 

団体活動への助長 囲碁大会への協力支

援 
サークル、グループへ

の支援 

 
花輪市民 
センター 

 
年間 

 
（７）地域づくり推進 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

いきいき地域

づくり会議 

地域住民が主体とな

って、地域で何をすべ

きかについて考え・行

動するための勉強や

課題を自分達で把握

し、それについて解決

策を話し合う場を提

供する。 

先進地視察をし、これ

からの自治会活動に

参考にしてもらう。 
「花輪地区自治会が

集まる会」を開催。各

自治会の悩み、活動等

を話し合う場を提供。 

50 人 
 

花輪市民 
センター 

11 月 23 日 
 
 

1 月中旬 
 

輝け☆音楽王 
HANA－1 決

定戦 

音楽を通じて一体感

を持ち親睦を図る機

会とし、異世代が一緒

になって楽しみを共

有し、地域力をアップ

する。 

音楽であればジャン

ルを問わず、発表して

もらう。複数の審査員

による審査を行い、記

念品を授与する。 

300 人 文化ホール 2 月 18 日 
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４ 社会教育関係団体一覧表 
 

対 象 団体名 代表等氏名 事務局 会員数（人） 

少 年 ボーイスカウト秋田第 26 団花輪 田中 喜昭 代表宅 13 
青 年 かづの商工会青年部 山崎 祐一 市商工会 56 

かづの商工会女性部 加藤 照子 市商工会 113 
農協女性部花輪支部 福島美紀子 農協花輪支所 80 
農協女性部柴平支部 石川 盟子 農協柴平支所 37 
ベクトルクラブかづの 吉村 アイ 代表宅 14 
新婦人の会鹿角支部 成田 洋子 代表宅 55 
花輪地区子ども会世話人会 高谷 秀和 花輪市民センター 45 町内 
花輪中学校ＰＴＡ 柳澤 康隆 花輪中学校 341 
花輪小学校ＰＴＡ 菅原 史明 花輪小学校 441 
柴平小学校ＰＴＡ 児玉 宏彰 柴平小学校 213 
鹿角手話研究会「こぶしの会」 目時 敬子 代表宅 4 
花輪迷棋会 兎澤  勲 代表宅 18 
鹿角将棋倶楽部 小田島正一 代表宅 17 
ヨーガ（昼の部） 加藤 照子 代表宅 19 
花輪ヨガ教室（夜の部） 田代 和子 代表宅 5 
健康さくら会（ヨガ） 森  弘子 代表宅 4 
くびれてみヨ～ガ（育児サークル） 門脇千奈美 代表宅 7 
ちびっこ－まなびっこ（育児サークル）  門脇千奈美 代表宅 10 
尋常浅間学校かづの分校 高木 豊平 代表宅 100 
健康太極拳花輪教室 畠山 卓蔵 代表宅 23 
英会話講座 

安保 朗 
代表宅 24 

中国語講座 代表宅 10 
かづの九条の会  成田 伸世 代表宅 7 
鹿角生活と健康を守る会 金澤 一男 代表宅 40 
特定非営利活動法人鹿角親交会 西  文雄 代表宅  
新婦人の会 
親子リズム小組 成田 洋子 代表宅 2 

新婦人の会 
絵手紙・小物づくり・布ぞうり小組 成田 洋子 代表宅 9 

料理サークル 阿部 秀美 代表宅 13 
かづの盆栽・山野草同好会 山崎  誠 代表宅 14 
ホットインミュージックかづの 黒澤 民雄 代表宅 20 
ラフターヨガクラブかづの 大森  明 代表宅 13 
ヘルスデザインクラブ 花田 暎子 代表宅 33 
鹿角ウインプルスポーツクラブ 杉山  実 代表宅 52 
鹿角市花輪ラジオ体操の会 澁谷 久夫 代表宅    34 
ソーイング教室 工藤イネ子 代表宅 8 
キルトサークル 阿部 和子 代表宅 13 
花輪短歌会 奈良東一郎 代表宅 6 
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対 象 団体名 代表等氏名 事務局 会員数（人） 
青 年 あいの野俳句会 石木田美代 代表宅 3 

川柳鹿角 髙田 勝彦 代表宅 23 
花輪「古典」を読む会 上地 和枝 代表宅 10 
おはなしくれよん 阿部 正記 代表宅 12 
古文書読み方講座 柳澤 裕子 代表宅 17 
花輪俳談会 北村 孝子 代表宅 4 
ぬいっコレッスン 宮本美加子 代表宅 5 
ＢＡＮＢＩ 宮本美加子 代表宅 6 
ＣＨＩＫＵ３ 相馬 ハナ 代表宅 8 
クラフトバンドひまわり 出石 誠子 代表宅 11 
学ぶ会 金沢 博身 代表宅 3 
ままのごはん♪(育児サークル) 門脇千奈美 代表宅 9 
ハタヨガ定期クラス 阿部季佐子 代表宅 9 
継子の会（育児サークル） 関 亜紀子 代表宅 14 
風の会 大森  覚 代表宅 7 

芸術 

文化 
草月 HANABANA 大里こずえ 代表宅 8 
あゆみの会 奈良 清子 代表宅 6 
みどり会 (裏千家茶道 ) 小田島玲子 代表宅 13 
抹茶ｄｅ楽しむ会 佐藤 厚子 代表宅 17 
鹿角紫根染・茜染研究会 関  幸子 代表宅 57 
花輪レクリェーションダンス同好会  宮城 章子 代表宅 26 
鹿角フォークダンス同好会  
（ラウンドダンス） 小田島光子 代表宅 19 

バレエサークルクララの会 亀田 静代 代表宅 8 
社交ダンス「鹿角りんご」サークル  一条  保 代表宅 7 
大正琴花かげ会 花輪教室 荒谷 久子 代表宅   3 
大正琴花かげ会「サークル花音」（昼） 松田 誠子 代表宅 11 
ヴォーカルグループかとれあ 阿部 和子 代表宅 14 
演劇を楽しむ会 村木 哲文 代表宅 23 
陶芸サークル 小田久美子 代表宅 9 
鹿角民謡保存会 黒澤 文男 代表宅 40 
民謡米田会 米田 勝美 代表宅 10 
鹿角みすじ友の会 古川 久男 代表宅 14 
水木流花輪水木会 土舘 昭子 代表宅 20 
新日本舞踊明扇流華の会 奈良 礼子 代表宅 14 
梅 SEI 会芸能ボランティアグループ 横尾 征子 代表宅 5 
フラ プルメリア 阿部 秀美 代表宅 15 
鹿角書道サークル 北村 孝子 代表宅 11 
鹿角水墨画サークル 北村 孝子 代表宅 4 
書を楽しむ会 畠山 信子 代表宅 3 
楽筆の会 小田 杉子 代表宅 18 
書朋会 成田 伸世 代表宅 4 
M モダンダンスカンパニー 奈良留美子 代表宅 6 
鹿角ハーモニカ同好会 佐藤 直子 代表宅 6 
アップルハーモニーかづの 木村レイ子 代表宅 7 
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対 象 団体名 代表等氏名 事務局 会員数（人） 
芸術 
文化 

オカリナサークルぽぽろん 川又 照子 代表宅 5 
ピアニカ音楽同好会 田代 和子 代表宅 12 
二胡やかサークル 齋藤 順子 代表宅 7 
花輪宝生会 関  幸一 代表宅 7 
池坊いけ花サークル 浅石 ヒサ 代表宅 9 
つむぎ 亀谷美奈子 代表宅 3 
宅急便キキ（オカリナサークル） 佐藤 直子 代表宅 5 
湯の華コーラス 石川 葉子 代表宅 19 
鹿角市芸術文化協会 黒澤 一夫 代表宅 15 団体 
花輪かるた会 田中 恵子 代表宅 38 

高齢者 花輪地区老人クラブ連合会 佐藤 芳美 花輪市民センター 858 
グランドゴルフ同好会 小田島祐造 代表宅 60 

その他 鹿角市スキー連盟花輪支部 工藤 広治 代表宅 40 
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▲全景（鹿角市文化の杜交流館 コモッセ） 
 
 
＜平面図＞花輪市民センター（文化の杜交流館１Ｆ） 
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鹿角市十和田市民センター運営計画 
                        十和田毛馬内字城ノ下7番地5 電話 35-3045  

 
１ 活動テーマ  「住民の和による地域おこし」 
 
２ 分野別重点事項 

分  野 現  状  分  析 本年度の重点事項 
広報・情報提供活

動 
(1)センターだよりを毎月発行し、事業の

記録写真を随時掲示している。 
(1)センターだよりの内容の充実を図る｡ 
(2)学習活動における教材活用の推進。     

人材の育成   

 

少 年 教 育       

(1)少子化が進み、単位組織として機能で

きない子ども会が増えている。 
(2)子ども会が小学生だけの組織になって

いる地域が多い。          

(1)ジュニアリーダーの養成。 
(2)子ども会活動の交流と仲間づくり。 

青  年   教    育 (1)青年会の連合組織が機能していない。 (1)青年グループの育成と補助。 

成 人 教 育       
(1)就職婦人と男性の講座等への参加が低

調である。 
(2)婦人団体のリーダーが育っていない。 

(1)講座等学習機会の内容と情報提供の充実

を図る。 
(2)地域リーダーの育成を図る。 

高齢者教育       (1)事業への出席は積極的であるが、若年

層の老壮学園加入が低迷している。 
(1)気軽に楽しく参加できる学習の展開。   
(2)地域リーダーの養成を図る。 

環 境 の 美 化         
(1)花いっぱい運動への参加者が減少して

いる。 
(1)花いっぱい運動の奨励。 
(2)地域をあげて環境問題について考え、環

境美化の意識を高める。   

健 康 づ く り         (1)健康づくりへの意識が定着しつつあ

る。 
(1)健康な体と体力づくり運動の推進。 
(2)ニュースポーツの普及。 

住 民 交 流         (1)少子化により、自治会活動への参加が

難しくなってきている。 
(1)事業を通じて住民との交流を図る。 

地域文化の振興         
(1)文化祭への展示内容が固定され、出品

者が減少傾向にある。 
(1)文化活動への学習の場の提供と育成指

導。 
(2)文化祭・芸能発表会の充実。 

地域づくりの推進         
(1)市民センターや自治会、サークル等と

の連携を取りながらスムーズな事開が

されている。 

(1)地域を巻き込んだ事業の展開と地域おこ

し。 

 
 
３ 事業実施計画 
（１）広報・情報提供活動 

事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

市民センター 
だより発行 

市民の学習意欲の促進、

事業効果のお知らせとPR 
市民センター事業や学習

情報の提供 
  (A４判 4,200部) 

 
十和田地区 

全戸 
毎月1回 
1日発行 

市民センター 
事業写真展示 

広報活動と学習への意欲

を促す 
掲示板や壁面を活用し主

催事業・講座を紹介 
 十和田市民 

センター 年間 
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（２）人材の育成 
①少年教育 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

わんぱくスクール 

子ども会活動の活性化を

ねらいとし、遊びを中心

とした活動により仲間づ

くりを図る。 

・ 水泳教室 
・ 宿泊交流会 
・ 防災アウトドア宿泊体験 
・ スポ☆チャレ 
・ そば打ち体験教室 
・ クリスマスケーキ作り 
・新春もちつき大会 

各教室 
30人 

  

十和田市民 
センター  他 7～1月 

 
②成人教育（女性の学習） 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

なでしこ塾 
 

豊かな社会生活・家庭生

活を築くため、知識と技

術を習得や、スポーツを

通して仲間づくりを促進

する。 

・移動学習 
・手芸教室 
・料理教室 
・ニュースポーツ大会 
 （健康スポーツ大会と

合同で開催） 
・駅伝大会、雪に親しむ

レクリエーションでの

豚汁試食会 

述べ

200人 
十和田市民 
センター 他 7～3月 

婦人学級 
(5学級) 

学習を通じて婦人の教養

を高め、仲間作り、住み

よい地域づくりを目指

す。 

・ 一般社会教養学習 
・ 健康講話 
・ 料理講習会 
・ 移動学習      など 

述べ

400人 各地区会館 他 4～3月 

 
③成人教育（一般） 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

子ども会世話

人会 

地域の子ども会活動を活

発にするため、世話人と

の連携を図り、子どもの

健全な育成を目指す。 

・ 総会 
・ 役員会 
・ 子ども会共済への加入 
促進 

70人 十和田市民 
センター 5～3月 

 
④高齢者教育 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

毛馬内あけぼの学園 

仲間づくりと高齢者の生

きがいを求める。 

・開講式 
・移動学習 
・男の料理教室 
・健康づくり教室 
・ボランティア活動 
・レクリエーション ほか             

61人 十和田市民 
センター 他 

4～3月 
9回 

錦木よねしろ学園 36人 錦木地区市民 
センター 他 

4～3月 
9回 

大湯ゆのはな学園 34人 大湯地区市民 
センター 他 

4～3月 
10回 

3 学園合同研修会 

合同の移動学習を通して

お互いの親睦を深める。 
高齢者を対象に健康に過

ごすための学習会 

・移動学習と交流会 
・健康づくりについての 
 講演会 
・閉講式   

180人 十和田市民 
センター 他 

9月13日 
 
12月6日 

  
3月6日 
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（３）環境の美化 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

花いっぱい運動 
地域おこしと世代交流の

場とし、明るいまちづく

りを推進 

・花苗、種子の配布 
・花壇づくりの推進 

 十和田地区 
十和田市民 
センター 

5～7月 

 
（４）健康づくり 

事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 
十和田地区 
市民運動会 

市民の健康増進と地域交流 町内対抗、オープン競技 500人      十和田中学校 
グラウンド 6月25日 

十和田地区    
駅伝大会 

チームの連携を図り、地

域の世代交流の推進 
小・中・高のクラブや職

場の 4 人 1 組でタスキリ

レー・幼児の部は 3 人 1
組でバトンリレー 

400人 毛馬内町回り 9月2日 

健康 
ウォーキング 

ふるさとを見聞し、楽し

く歩きながら健康を保持

する 

ふるさと及び近郊の野山

を楽しくウォーキング

（約6㎞） 

各回 
30人 市内外 5回 

健康スポーツ 
交流会 

楽しくできるスポーツの

普及と、健康づくり・仲

間づくり 

・パークゴルフ大会 
・バドミントン大会 
・バスケットボール大会 

250人 
十和田市民セ

ンター体育場

ほか 

9・11月 
2月 

 
（５）地域文化の振興 

事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 
十和田地区 
文化祭 

地区の芸術文化活動の振

興を図る 
作品展示 
芸能発表会 1,500 人 

十和田市民 
センター 

10月27
日 

～29日 
十和田地区 
芸術文化事業 

優れた芸術鑑賞の機会を

提供する 
芸術鑑賞 200人 十和田市民 

センター 
11月12

日 
 
（６）地域づくり推進 

事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

市民のチカラ 
事業 

カルタを通じて、鹿角市

の観光資源・歴史伝説・

伝統芸能・方言等に関心

をもってもらう 
雪上でのレクリエーショ

ンを通しての世代間交流 

・地域観光再発見ツアー 
・鹿角観光いろはカルタ

大会 
・標柱建立 
・ 雪に親しむレクリエー

ション 

300人 
 

十和田市民 
センター 他 7～2月 

ふれあい 
おもしろ講座 

郷土の歴史を学ぶととも

に、自然に触れ合う 
・ 自然観察会 
・ 歴史探訪会 

各講座 
25人 

北秋田市 
未定 

6月 

10月 

地域づくりミ

ーティング 

地域コミュニティ活性化

の組織づくりを進める 
講演会の開催・地域課題

解決に向けたテーマ設定

及び意見交換会 
150人 各市民センター 年2～3回 

伝統芸能継承

事業 

地域に伝わる伝統芸能の

保存継承 
・毛馬内盆踊り講習会 
・着付教室(3回) 

50人 

毛馬内保育園 
錦木保育園 
カトリック幼

稚園 
十和田小学校 
十和田中学校 
十和田高校       
十和田市民 
センター 

7月 
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４ 社会教育関係団体一覧表 
対 象 団体名 代表等氏名 事務局 会員数（人） 
少 年 鹿角FCジュニアサッカースポーツ少年団 橋場 一秀 髙橋 芳徳    24 
婦 人 毛馬内女性エコの会 津島恵美子 代表宅      20 

大湯婦人会 柳沢 愛子 代表宅      25 
大湯女性の会 高木 英子 代表宅 51 

成 人 十和田小学校PTA 木村 芳兼 十和田小学校   271 
大湯小学校PTA 大森  亘 大湯小学校 111 
十和田中学校PTA  板橋 知也 十和田中学校 221  
十和田地区子ども会世話人会 栁沢 克三 十和田市民センター    40 
毛馬内囲碁同好会 成田 尚平 榊 英雄    15 
鹿角将棋倶楽部 小田島正一 村木 美之   15 

芸 文 毛馬内ばやし保存会 豊口  実 代表宅        5 
大湯ばやし保存会 大越 喜一 湯瀬 誠喜      24 
大湯大太鼓保存会 湯瀬 誠喜 白沢 清英    6団体 
大湯郷土研究会 高木 豊平 三上 豊      22 
毛馬内盆踊保存会 馬渕 大三 代表宅      45 
川原大神楽保存会 杉本 正行 代表宅      16 
毛馬内大太鼓保存会 栁沢 克三 代表宅    4団体 
鹿角ふるさと大太鼓 田子  勉 代表宅    5団体 
湯の華コーラス 村木巣奈子 代表宅 15    
アンサンブルことね 泉澤  薫 菅原 郁子 3 
若柳流恵扇会秋田教室 梅戸 貞子 村田ユリエ     6  
新日本舞踊明扇流華の会 村木 文子 代表宅    12 
花柳流夢の会 工藤 康子 代表宅 6   
舞踊あゆみの会 森内トミヱ 代表宅       4 
鹿角大正琴花かげ会十和田教室 木村 智子 代表宅       5 
鹿角文化筝花かげ会 舘洞 蓉子 代表宅       6 
横笛の会 浅利 重照 代表宅     8 
民謡中村会 中村八重子 成田 義道     7 
ふるさと民謡錦栄会 湯沢 政幸 中村 京子     13 
十和田短歌会 高木 英子 代表宅        5 
草月いけばな 小野寺圭子 代表宅       4 
さくら会 赤坂 睦子 代表宅        3 
裏千家茶道教室 田中 恵子 代表宅       4 
ぬいっこクラブ 八重樫和子 代表宅    10 
まちや手芸サークル 黒澤 若枝 代表宅   5 
錦木ソーイング 舘洞 蓉子 代表宅   5 
趣味の会 田村 妙子 代表宅    6 
錦木籐手芸サークル 木村由紀子 代表宅      8 
レタスクラブ 阿部 テル 代表宅      5 
エコクラフト 鈴木 幸枝 代表宅 10 
十和田書道教室 刈谷 悦子 村木レン子     11 
楽筆の会 小田 杉子 代表宅   18 
もじっこサークル 石川亜希子 中村 正子 11 
十和田絵画愛好会 齊藤 弘行 代表宅 12 
十和田そろばんサークル 阿部 里美 大西 美香 12 

高齢者 十和田地区老人クラブ連合会 栁沢 善一郎 代表宅 50 
十和田ニュースポーツ同好会 安保 定男 代表宅      45 
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対 象 団体名 代表等氏名 事務局 会員数（人） 
社会 
体育 

十和田スポーツクラブ 木村 鵄郎 大湯地区市民センター    400 
健康太極拳十和田教室 中村 隆俊 柳町マリ子      15 
鹿角・武術太極拳十和田 黒澤  強 齋藤フヂエ      10 
茜バレエスタジオ 竹澤  茜 代表宅    34 
レクダンひまわり 石川ワカ子 代表宅 13 
鹿角悠卓会 成田  巌 代表宅 42 
鹿角市卓球協会 安保 英禎 代表宅     16 
青山バドミントンクラブ（ＡＢＣ） 豊口 一孔 代表宅      23 
武術太極拳しらかば 大岡 眞人 代表宅     6 
鬼ＡＷＡＳＥ 村木 友好 代表宅      12 
フクジュクラブ 小坂 圭史 代表宅   11 
大湯ラージボール同好会 三上  豊 代表宅 18 
鹿角弓道会 津嶋 正司 安保 勝彦       10 
大湯リバーズクラブ 三上  豊 安保 俊光      20 
ＦＣパラメディコ 大田健太郎 代表宅   20 
花輪シャトルズ 宮川美那子 代表宅   22 
５ SQUARE  INSIDES（インサイズ） 田中 亮久 代表宅    10 
ＭＤＦＣ 駒ケ嶺 洋 代表宅    12 
鹿角テニスクラブ 戸舘  勉 代表宅    6 
わんどのばすけぶ 中畑  淳 代表宅   6 
パヤットTTC 松岡 将太 代表宅    8 
ダイナミック・タッチ 佐藤 裕誠 代表宅    10 
とっきーずテニスクラブ 諏訪 とき 代表宅 16 
ＴＭ鹿角 松岡 将太 代表宅 10 
鹿角フォークダンス同好会 小田島光子 代表宅 19 
黒森山パークゴルフクラブ 木村 鵄郎 大湯地区市民センター    130 
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▲ 十和田市民センター全景 
 
 
＜平面図＞ 

（単位：㎡）

① ス テ ー ジ 55.90
② ホ ー ル 295.50
③ 小 会 議 室 48.59
④ 談 話 室 26.32
⑤ 廊 下 ・ 階 段 418.97
⑥ 事 務 室 68.07
⑦ 調 理 実 習 室 60.15
⑧ 実 習 室 60.24
⑨ 視 聴 覚 室 60.24
⑩ ボ イ ラ ー 室 20.80
⑪ 玄 関 7.50
⑫ ト イ レ 55.33
⑬ 車 庫 14.58
⑭ 倉 庫 34.02
⑮ 第 二 講 座 室 23.54
⑯ 資 料 室 10.64
⑰ 第 一 講 座 室 56.85
⑱ 第 一 研 修 室 58.98
⑲ 第 二 研 修 室 58.98
⑳ 高齢者娯 楽室 58.98
㉑ 機 械 室 3.30
㉒ 湯 沸 室 3.30
㉓ 身障者用トイレ 3.30

1,159.19
49.72

十和田市民センター体育場

総面積　　2,712.99㎡

渡り廊下
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鹿角市尾去沢市民センター運営計画 
尾去沢字軽井沢 46 番地 5  電話 23-2553 

 
１ 活動テーマ  「食力・体力・笑力」による健康づくり 
 
 
２ 分野別重点事項 

分  野 現 状 分 析 本年度の重点事項 

広報・情報 
提供活動 

(1)市民センターだよりを毎月発行

している。 
(2)事業の記録写真を掲示し活動状

況の広報に努めている。 

(1)読みやすく親しまれる広報づく

り 
(2)事業の内容や地域情報など効果

的な情報発信 
人材の育成   

 

少年教育 
(1)少子化に伴い自治会単位での活

動ができない子ども会が多くな

っている。 

(1)自治会単位の子ども会世話人の

のネットワークによる参加呼び

かけなど連携強化 
青年教育 (1)地域内に青年層の組織が少ない。 (1)青年グループとの交流機会創出 

成人教育 
(1)ライフスタイルが多様化してい

るなかで、就労者を対象とした学

習の展開は困難な状況にある。 

(1)成人講座等学習機会の拡充と情

報提供の充実 

高齢者教育 
(1)学習意欲は高いが、内容により参

加者は固定的になりがちである。 
(1)若年高齢者の学習意欲の啓発 
(2)高齢者向けのスポーツの奨励 
(3)世代間交流活動の推進 

環境の美化 (1)花いっぱい運動への参加が減っ

ている。 
(1)地域独自の花いっぱい運動の奨

励 

健康づくり 
(1)体育行事は地域活動として定着

しているが、市民の高齢化と児童

数の減少による影響が出ている。 

(1)体育団体、体育指導者との連携強

化 
(2)市民の大会運営への参加促進 

地域文化の振興 

(1)文化財保存伝承の意欲はあるが、

後継者が少ない。 
(1)保存伝承団体への支援 
(2)市民センターまつりの充実 
(3)芸能フェスティバルの開催 
(4)音楽のつどいの開催 

地域づくりの推進 (1)地域の特色を生かした事業によ

る地域活動の活性化が必要 
(1)地域ならではの事業として市民

が気軽に参加できる事業の継続

実施及び定着化 
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３ 事業実施計画 
（１）広報・情報提供活動 

事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回

数 

市民センター

だより 

地域住民へ市民セン

ター事業、学習情報を

提供し、市民センター

の活用を促進する 

全世帯に毎月発行   
毎月 1 回 

1,100 部  
発行  

 
（２）人材の育成 

① 少年教育 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

ふれあいか 
なやまｽｸｰﾙ 

物の大切さ、感謝の

気持ち、ふるさとの

歴史、生活様式を異

世代との交流を通し

て学ぶ。 

・稲作体験 
・森林体験 

尾小 
450人 尾去沢小学校 8 回 

子ども会 
ﾘｰﾀﾞｰ研修会 

交流を通して協調

性、自主性を育てる 
木工工作体験 20 人 市民センタ

ー 1 回 

少年団体の 
育成 

子ども会の活動を活

発にし、青少年の健

全育成を図る。 

・地域子ども会活動

への支援 
・子どもｽﾎﾟｰﾂ大会 

   

 
② 成人教育 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

婦人学習 

学習を通じて婦人の

教養を高め仲間作

り、住みよい地域づ

くりを目指す。 

・健康体操 
・移動学習 
フラワーアレジメン

ト 

20 人 
20 人 
20 人 

市民センター  

 
市民センタ

ー 

2 回 
1 回 
1 回 

ヨガ教室 体を動かしながら健

康的な運動する。 
初歩的な運動や、中

級段階までの運動 150人 市民センタ

ー 7 回 

そ ば 打 ち 体

験教室 
自分で打ったそばで

年越しそばを作る。 
参加者同士の交流 10 人 市民センタ

ー 1 回 

エ コ ク ラ フ

ト教室 

個々の創作技術を高

める 
初級編、応用編にイ

メージどおりの作品

作りをする 
70 人 市民センタ

ー 6 回 

健康教室 

軽い動きで高齢者の

認知症予防及び病気

予防を図る 

DVD を見ながら職

員が毎週水曜日サロ

ン開設時に体を動か

す運動の指導を行う 

400人 市民センタ

ー 40 回 
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③ 高齢者教育 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

尾 去 沢 老 壮

大学 

自主的に学習活動に

参加し、健康で豊か

な老後を過ごす。 

・各種学習 
・移動学習 
・健康講座 
・運営委員会 

450人 
市民センタ

ー 
移動学習 

7 回 

団体育成 老人クラブ活動の助

長 
地区老人クラブ活動

への協力  
市民センタ

ー 年間 

 
（３）環境の美化 

事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

花 の ま ち づ

く り コ ン ク

ール 

尾去沢独自の事業と

して、花いっぱい運

動を通じて地域の連

帯感を高め、潤いの

あるまちづくりを図

る。 

・職場、家庭、自治

会花壇づくりの奨

励 7 個人 
3 団体 尾去沢地域 6～9 月  

 
（４）健康づくり 

事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

市民運動会 
市民の健康増進と地

域交流を図る。 
自治会対抗 

900 人 尾去沢中学校 6 月 25 日 

市民野球大

会 

野球を通して青少

年、成人の交流を図

る。 

自治会対抗 
250 人 尾去沢中学校 

八幡平運動場 
7 月 9 日 

少年少女長

縄跳び大会 

少年少女の健全育成

と年齢を超えての交

流を図る。 

・小中学生混成ﾁｰﾑ

による競技 
・長縄跳び 

200 人 市民センタ

ー 7 月 23 日 

冬の市民レ

クリエーシ

ョン大会 

冬期間の体力の増進

及び地域の連帯を高

める。 

自治会対抗競技及び

レクリエーション 250 人 水晶山ｽｷｰ場   

 
（５）地域文化の振興 

事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

市民センター 
まつり 

市民の芸術文化活動

の成果を一堂に展示

し、芸術に親しみ見

聞を広げる。 

学級、教室及び一般

作品の展示、今年も、

四地区を巡回するｼｬ

ﾄﾙﾊﾞｽの運行を計画 

800人 尾去沢市民

センター 
10 月 27 日

～29 日  

芸 能 フ ェ ス

ティバル 

学習成果の発表を通

じて地区市民の交流

を図る。 

民謡、踊りなど芸能

発表 150人 尾去沢市民

センター 11月 12日 

音楽のつどい 
音楽を通じて地域間

の交流を図る。 
保育園児、尾小、尾

中生徒などによる音

楽祭、大正琴 
250人 尾去沢市民

センター 10 月 1 日 

郷 土 芸 能 の

育成 
郷土芸能の保存と伝

承 
郷土芸能保存会への

援助活動   年間 
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（６）地域づくり推進 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

ラジオ体操

のつどい 

健康増進と共

に、ラジオ体

操を通じて子

どもから老人

まで交流する 

地区住民が一堂に会しての

早朝ラジオ体操 
150 人 尾去沢中学校   7月 23日 

ウォーキング 

ウォーキング

による心身の

リフレッシュ

及び健康づく

り 

新緑と紅葉の季節に地域内

外のコースで実施 
80 人 

新緑 
 
 
紅葉 

5 月 17 日  
 
 

10 月 19 日  

かなやま 
ｿｰﾗﾝ講習会 

尾去沢地区の

特色ある踊り

として子ども

から大人まで

踊れるように

する。 

小学生、中学生は踊れる状

況になったことから、大人

にも広め踊れるよう講習会

を開催 50 人 
市民セン

ター 
 

年 3 回 

AED 講習会 
いざというと

きの人命救助

について講習 

施設利用者や地域住民を対

象にいざという時に使用で

きるよう講習会を開催 
20 人 

市 民 セ ン

タ ー 及 び

自治会館 
 

地域防災に

ついて考え

よう 

3.11 に発生し

た東日本大震

災 を 教 訓 と

し、地域の防

災体制及び、

何が出来るか

考える機会と

する 

尾去沢市民センターを会場

に避難所運営訓練実施 

150 人 市民セン

ター 7 月 

 
(７) 地域活性化事業 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

地 域 に 活 か

そ う 市 民 の

チカラ 
「SDGs 黄金

街 道 ク イ ズ

ラリー」 

SDGs「持続可能な

目標」の取り組みに

結びつける。「3 すべ

ての人に健康と福

祉」「4 質の高い教育

をみんなに」を目標

とする。 

尾去沢版 SDGs とし

て、地域を探求する。

「黄金街道クイズラ

リー」を行うことで、

「健康づくり」「歴史

を学ぶ」ことを体験

する。 

100人 
尾去沢市民

センター 
周辺 

8 月 27 日 

富 樫 正 一 記

録 写 真 保 存

事業 

貴重な記録写真を保

存して地域住民や市

民センターまつりで

見て頂く。 

フイルムの PC への

保存事業の取り組

み、記録写真の鑑賞

会を実施する。 

50 人 尾去沢市民

センター 年 1 回 

市 長 と の 地

域 づ く り ミ

ーティング 

市民と市長との対話

を通じて地域の課題

について理解を深め

る。 

テーマについては、

運営委員会で協議し

決定する。 50 人 尾去沢市民

センター 年 1 回 
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４ 社会教育関係団体一覧表 
対象 団体名 代表等氏名 事務局 会員数（人） 
少年 地域子ども会 斎藤 晴彦 尾去沢市民センター 13 団体 
成人 尾去沢小学校 PTA 石井  明 尾去沢小学校 65 

尾去沢中学校 PTA 工藤  政邦 尾去沢中学校 41 
尾去沢地区 PTA 連絡協議会 工藤 政邦 尾去沢中学校 106 
尾去沢地区子ども会世話人連絡協議会 斎藤 晴彦 尾去沢市民センター 106 
尾去沢を語る会 岡本 英毅 代表宅 56 

芸術 
文化 

大正琴花かげ会尾去沢教室 武藤 和子   〃 7 
手芸同好会 石川 洋子   〃 7 
コーン人形同好会 堀部八重子   〃 6 
花柳流やなぎの会 新林トミヱ   〃 4 
舞華 工藤トモ子   〃 3 
さくらこども教室 工藤トモ子 〃 3 
尾去沢文化財保存会 関   堯   〃 3 団体 
大森親山獅子大権現舞保存会 黒澤 文男   〃 60 
尾去沢からめ節保存会 岡本 英毅   〃 67 
大直利大太鼓保存会 上田 孝造   〃 15 

高齢者 尾去沢地区老人クラブ連合会 川上 光利 代表宅 88 
社会 
体育 

尾去沢地区体育協会 佐藤 栄治 尾去沢市民センター  2 団体 
スポーツ吹き矢 田村 秀一 代表宅 8 
尾去沢スキークラブ 松岡 勝豊 代表宅 55 
尾去沢野球協会 木村 隆利   〃 6 団体 
尾去沢地区ＧＧ同好会 川上 光利   〃 56 

その他 尾去沢市民センター協議会 泉澤 輝男 尾去沢市民センター 42 
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▲尾去沢市民センター 全景 
 
 
＜平面図＞ 
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化粧室
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⑱

⑫

〈 平　面　図 〉

⑮
⑰

化粧室

○21  ○22  ○23  

〈平面図〉 

①講   堂 257.26 
②機 械 室  17.62 
③収 納 庫   13.80 
④車椅子用トイレ  4.80 
⑤ス テ ー ジ  83.78 
⑥風 除 室   19.87 
⑦玄   関   34.78 
⑧ホ ー ル   68.39 
⑨サ ロ ン   46.59 
⑩図 書 館   29.84 
⑪トイレ、化粧室   70.90 
⑫寿 の 間   74.52 
⑬事 務 室   79.49 
⑭湯 沸 室    6.62 
⑮女子更衣室    5.67 
⑯書   庫    4.14 
⑰男子更衣室    4.14 
⑱応 接 室   11.59 
⑲視 聴 覚 室   86.12 
⑳調理実習室   46.37 
○21 和  室１    46.37 
○22 和  室２    36.47 
○23 多 目 的 室   74.52 

そ の 他   235.33 
総面積   1.358.98 ㎡  
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鹿角市八幡平市民センター運営計画 
八幡平字小豆沢碇 114 番地  電話 32-2029 

 

１ 活動テーマ  「 組織力を生かした地域づくり 」 

 

 

２ 分野別重点事項 

分   野 現  状  分  析 本 年 度 の 重 点 事 項 

広報・情報 

提 供 活 動 

・事業周知を図るため、毎月センター

だよりを発行している。 

・センターだよりを充実させるため、

記録写真の掲示、行事・学級・講座

等の情報を掲載していく。 

人材の育成   

 少年教育 ・少子化等により、自治会での子ども

会活動にさまざまな課題が生じてい

る。 

・地域の子ども会組織の連携のもとに、

子どもの健全な育成と福祉の増進を

図る。 

・団体行動や世代間交流機会の拡大を

図る。 

青年教育 ・地域での連帯意識の希薄化や職種の

多様化等により青年がまとまりにく

い状況である。 

・リーダーのなり手が不足している。 

・親睦と交流を図る。 

・リーダーの養成。 

・青年会組織の育成と支援。 

成人教育 ・就労者の増加により、学習の機会が

持ちにくい状況である。 

・リーダーのなり手が不足している。 

・講座等学習機会の内容の充実を図る。 

・知識や技術を習得するとともに資質

の向上を図る。 

・リーダーの養成。 

高齢者教育 ・老人大学は、高齢者の自主性を尊重

し、老人クラブ連合会と連携しての

事業を実施している。 

・自主的学習並びに運営の支援 

・知識や技術を習得するとともに資質

の向上を図る。 

環境の美化 ・花いっぱい運動等の環境美化活動を

婦人会・老人クラブ・子ども会等が

中心に実施しているが、地域全体へ

の拡大が必要である。 

・地域住民の環境美化意識の高揚を図

るため、地域一斉の清掃活動を実施

する。 

・地域住民が環境美化という共通の目

的を持つことにより、美しさの存続

を図る。 

健康づくり ・地域住民の健康増進と親睦交流を図

るため、各種スポーツ大会を実施し

ている。 

・競技種目によって参加出来ないチー

ムがあり、継続の難しいスポーツも

ある。 

・地域住民の健康づくりと親睦交流の

ため、これまでのスポーツ大会を継

続するとともに、ニュースポーツの

導入も図っていく。 

・リーダーの養成。 

地域文化の 

振興 

・市民文化の振興と高揚を図っていく

ため、文化祭を開催しているが、展

示内容、出品者が固定化傾向にある。 

・地域の多くの人が楽しめる文化祭の

開催。 

地域づくりの 

推進 

・地域の諸課題に対応していくため、

自治会連絡会議を開催し情報交換し

ながら、対応に努めている。 

・自治会単位では解決できない諸問題

や広域的に取り組むべき課題に対応

していくため研修、情報交換を実施

しながら、課題解決を図る。 
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３ 事業実施計画 

（１）広報・情報提供活動 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

市民センタ

ーだより発

行 

地域づくり協議会事

業、学習情報の提供と

市民センターの利活用

の推進。行事などの情

報を地区住民に周知す

る手段とし、また、地

域住民で情報を共有す

ることにより地域の結

束を強化する。 

毎月 1日発行 

1,600 部 

  毎月 1回 

広報、情報

提供 

広報、情報提供事業、

講座等の記録保存 

掲示板や壁面を活用し

たポスター、チラシ、

市民センター事業写真

の掲示 

 八幡平市民

センター 

随時 

 

（２）人材の育成 

① 少年教育 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

八幡平子ど

もレクリエ

ーション 

夏休みの期間を利用し

日常の学習ではできな

い、貴重な体験をする

ことで、視野を広げ心

身ともに鍛え豊かな感

受性を育み、親子のコ

ミュニケーションを図

る。 

親子レクリエーション 30 人 県内外 7 月 30 日 

放課後チャ

レンジ広場 

さまざまな体験を行い

且つ見届けすること

で、家庭の安心につな

げるだけでなく、体験

を通して広い視野や豊

富な経験をもつ子ども

の育成を図る。 

スポーツ、野外活動、

製作活動、民話にふれ

る 

100 人 八幡平市民

センター他 

6 月 8日 

10 月 12 日 

2 月 15 日 

親子料理教

室 

料理をとおして親子の

触れ合いを深める。 

お菓子づくり等 50 人 八幡平市民

センター 

12 月 

2 月 

 

② 青年教育 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

青年レクリ

エーション

大会 

レクリエーションを通

じて、時代を担う仲間

意識を培うとともに親

睦と交流を図る。 

・パークゴルフ大会 

・バドミントン大会 

50 人 かづのパー

クゴルフ公

園 

八幡平市民

センター 

10 月 

3 月 

 

③ 成人教育 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

歴史と史跡

探訪会 

歴史と史跡、市内・県

内外の伝説の地及び偉

人等を訪ね、鹿角との

係わりについて学習す

る。 

移動研修 40 人 県内外 9 月 29 日 

八幡平子ど

も会育成連

各地域の子ども会組織

の連携のもとに、子ど

子ども会役員を対象と

した研修 

100 人 八幡平市民

センター 

7 月 

12 月 
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絡協議会研

修会 

も会の自主的な活動を

育成指導し、急激な社

会変化に対応しながら

子どもの健全育成と福

祉の増進を図る。 

 

④ 高齢者教育 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

老人大学 社会生活が多様化・高

度化する中で、学習活

動を通じて高齢者相互

の親睦と交流を図ると

ともに、生きがいを求

め、幅広く豊かな感性

と創造性を磨き、高齢

者自らが健康で明るく

より質の高い人間性と

生活環境の充実を図

る。 

全体での学習の他に年

代別に学部を構成し、

講演、移動研修、実技、

話し合い等を行う。記

録集の発行。 

1,100 人 八幡平市民

センター他 

4 月～1月 

9 回 

 

⑤ 婦人教育 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

ハ ッ ピ ー

ライフ 

激しく移り変わる現代

社会に対応するため、

地域の女性としての知

識や技術を取得する。

また、親睦を深め地域

の活性化と地域づくり

に役立ち、より一層の

資質向上を図る。 

・体をほぐす体操 

・文化祭展示向けの製

作 

・料理教室 

・講習会 

100 人 八幡平市民

センター 

5 月 

10 月 

12 月 

2 月 

女 性 移 動

研修会 

八幡平地区の女性が一

同に会し、研修会を通

じて親睦を深めなが

ら、色々な地域の特産

物や商業施設に関する

知識を学習していくこ

とで、個人のスキルア

ップができ地域づくり

に貢献し、資質向上を

図る。 

移動研修会 40 人 県内外 7 月 7日 

レ デ ィ ー

ス ス ポ ー

ツデイ 

日頃の運動不足の解消

と健康を維持していく

ため、体育場を開放し、

自由な時間に気軽にス

ポーツができる環境を

作り、それと共に地域

の活性化や地域づくり

を図る。 

バドミントン・卓球・

バレーボール・バスケ

ットボール等 

120 人 八幡平市民

センター 

毎月第 1火

曜日 

（年 12回） 

茶話会 男女共同社会の中で、

女性が生き生きと能力

を発揮していくことを

目的に、身近な暮らし

の中にある様々な課

題、知識や能力の向上

に関わることを学ぶ。 

自治会で開催している

女性の集まりに出向い

て、講師や内容をサポ

ートする。 

100 人 八幡平地区

全域 

4 月～3月 
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（３）環境の美化 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

地域住民 

一斉清掃 

環境の美化及び地域づ

くりに努める。 

カーブミラーの清掃、反

射鏡等の清掃、主要道の

安全確保、清掃並びに各

自治会内、各家々の周り

のゴミ拾い 

1,000人 八幡平地区

内 

4 月 29 日 

9 月下旬 

 

（４）住民交流・健康づくり 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

第 67回 

八幡平地区

市民運動会 

市民の日頃の運動不足

の解消と健康増進を図

り、子どもから高齢者

までの地域住民の連携

と親睦を図る。 

地区対抗戦 1,000人 八幡平運動

広場 

6 月 25 日 

第 17 回 

八幡平地区

パークゴル

フ大会 

市民の健康づくりと地

域住民の親睦と交流を

図る。 

36 ホールストローク

プレーの 4コース 

40 人 かづのパー

クゴルフ公

園 

7 月下旬 

第 50 回 

八幡平地区

野球大会 

チーム内外の選手間の

交流や連携を図り、他

のチームとの親睦や世

代間交流を行ない、地

域づくりを発展させ

る。 

地区対抗戦 300 人 八幡平運動

広場 

八幡平中学

校グラウン

ド 

8 月 27 日 

第 67 回 

八幡平地区

駅伝大会 

各区間を走ることによ

り各地域や地域住民と

の世代間交流や自治会

間交流の推進を図る。 

八幡平地区内を全 7 区

間に分けて競う 

300 人 八幡平地区

全域 

9 月 3日 

第 61 回山

に親しむ会 

山に触れ合い、体力増

進と親睦を図る。 

トレッキング 30 人 県内外 9 月中旬 

第 41 回 

八幡平地区

バレーボー

ル大会 

健康増進と地域交流を

図る。 

地区対抗で団体戦 150 人 八幡平中学

校体育館 

12 月 10 日 

第 36 回 

八幡平地区

卓球大会 

健全なレクリエーショ

ン活動の一環として冬

季間の運動不足の解消

と健康増進を図る。 

男女年代別で、団体、

個人戦 

300 人 八幡平市民

センター 

1 月 21 日 

第 5 回 

八幡平だん

ぶり長者綱

引き選手権

大会 

冬期スポーツとして天

候に左右されない室内

大会として、誰でも参

加できる大会とし、市

民の健康増進と各自治

会チームの連携や交流

を図る。 

男女別地区対抗戦 300 人 八幡平市民

センター 

2 月 18 日 

ヘルスアッ

プスクール 

ニュースポーツの練

習、大会を通して健康

増進を図る。 

ペタンク、グランドゴ

ルフ、ユニカール等の

練習と大会 

400 人 八幡平市民

センター 

八幡平運動

広場 

4 月～3月 

12 回 

 

 

 

 

- 62 -



 

（５）地域文化の振興 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

第 48回 

八幡平文化

祭 

市民生活、教室・講座

の学習等から生まれた

作品等の展示・発表を

行なう場とし、市民文

化の高揚を図る。 

・イベント 

・作品展示 

・芸能発表会 

2,000人 八幡平市民

センター 

10 月 27 日 

～29 日 

八幡平盆踊

りの伝承 

盆踊りを知らない、踊

れない地域住民(子ど

も～大人)を対象に人

との交流と融和を目的

に踊り、唄、太鼓の講

習会を開催し、各地区

の盆踊りの伝承を目指

す。 

踊り、唄、太鼓の講習

会 

300 人 八幡平地区

内 

4 月～3月 

 

（６）地域づくり推進 

事 業 名 事 業 の ね ら い 内   容 人員 場 所 期日回数 

自治会連絡 

会議研修事

業 

自治会単位では解決で

きない諸問題や、広域

的に取り組むべき課題

に対応していくため、

自治会長で構成する自

治会連絡会議におい

て、講演や移動研修、

情報交換を実施しなが

ら、課題解決を図って

いく。 

・自治会連絡会議 

・移動研修や講演 

66 人 八幡平市民

センター・ 

県内外 

4 月 18 日 

9 月上旬 

12 月上旬 

地域づくり

ミーティン

グ 

地域づくり協議会を主

体とした、地域課題の

解決につなげるための

地域住民の意見集約の

場の創出と、コミュニ

ティの醸成及び活性化

などの仕組みづくりを

進める。 

意見交換 80 人 八幡平市民

センター 

4 月～3月 
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４ 社会教育関係団体一覧表 

対  象 団  体  名 代表等氏名 事 務 局 会員数 

少  年 自治会子ども会   20 団体 

成  人 八幡平なかよしセンター親の会 齊藤祐華子 八幡平なかよしセンター 58 

八幡平小学校ＰＴＡ 浅石 正行 八幡平小学校 90 

八幡平中学校ＰＴＡ 髙橋 紀雄 八幡平中学校 74 

八幡平地区ＰＴＡ連絡協議会 浅石 正行 八幡平小学校 222 

八幡平子ども会育成連絡協議会 佐藤   操 八幡平市民センター 180 

芸  文 八幡平書道教室 神田 政子 長谷川和子 5 

五の宮俳句会 長谷川和子 代表宅 6 

健康ヨーガ教室 佐藤イト子 阿部良子 16 

伝統工芸教室 小田嶋義幸 戸
と だ て

成子 15 

谷内ヨガ教室 阿部 榮子 代表宅 4 

健康体操と踊り 稲垣恵美子 代表宅 10 

新日本舞踊明扇流華の会 浅石 十三 代表宅 5 

湯瀬いけばな教室 山口 光子 代表宅 3 

高 齢 者 八幡平地区老人クラブ連合会 阿部 一弘 阿部祐治 931 

社会体育 八幡平体育協会 高見 映昭 八幡平市民センター 4,000 

八幡平スキークラブ 浅石 敦幸 代表宅 27 

八幡平野球部 戸田 信悦 代表宅 51 

八幡平バレーボール部 戸舘 義則 代表宅 16 

八幡平相撲部 浅石 憲昭 代表宅 22 

八幡平剣友会 似鳥 勇一 代表宅 12 

八幡平陸上部 阿部 克広 代表宅 21 

八幡平卓球部 山田 良志 代表宅 27 

八幡平山岳部 阿部 明広 代表宅 4 

八幡平ヘルスアップ部 阿部 徳正 代表宅 26 
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鹿角市立花輪図書館運営計画 
                      花輪字八正寺 13 番地 電話 23-4471 

 
１ 運営方針 

身近な図書館、親しまれる図書館をモットーに、市民の多様な要望に応えるため、図

書館の整備充実をはかり、図書館機能の向上と利用を促進する。 
複合施設として各施設と連携し、各施設でのイベントに関連した本や資料の紹介を行

い、施設全体としての一体感を創出する。 
 
２ 重点目標 

(1) 指定管理者制度による窓口業務等の運営態勢のさらなる効率化と、IC タグ・バーコ

ードを使った利用者サービス向上に努める。 
(2) 図書館資料を充実させるため、その収集・整備・保存に努める。 
(3) 県立図書館及び他市町村の図書館との相互協力を推進する。 
(4) 児童の読書活動を通じて図書と図書館への関心を高め、利用の促進を促す。 
(5) 関係機関やボランティア団体と連携し、生涯学習・郷土学習の理念に基づく各種事

業を実施する。 
(6) 複合施設の利点を活かし、各施設と連携し地域情報の拠点として資料と人を繋ぐ図

書館本来的役割を追及する。 
(7) より身近な図書館、より広く市民に親しまれる図書館となるよう、「鹿角市らしさ」

が感じられるような「地域文化の継承と産業育成の支援」、「レファレンスサービス

の充実」、「子どもたちの読書環境の充実」、「図書館サービスの充実」に努める。 
 (8) 花輪図書館 100 周年記念イベントを契機に、図書館や読書に興味・関心を持つ市民

の増加に努める。 
 
３ 事業の実施計画（主な事業） 

事 業 名 事業のねらい 内   容 人 員 場 所 期 日 

ブックスター

ト（共通）  
絵本を介した親子で心ふ

れあう時間をもつきっか

けの創造  

・幼児・母親へ検診時に

絵本を手渡す  
100 人  保健ｾﾝﾀｰ 月 1 回  

読書感想画  
コンクール  
（共通）  

小学生が民話に親しみ読

書への関心を高める  
・テキストの感想を絵で

表現。応募した小学生の

作品展示  

108 人  文化の杜

交流館  
5～2 月  

 

古文書読み方

講座  
古文書解読を通じて、古

文書の読解者、解読者を

育成する  

・簡単な古文書の解読と

解説  
70 人  花輪市民  

ｾﾝﾀｰ 
年 8 回  

図書館だより

発行／広報か

づの新着図書

案内（共通）  

市民に対し読書への理解

と親しみを深める図書館

利用を PR 

・新着図書、行事、移動

図書巡回日程等のお知

らせ  

－  市内  月 1 回  

団体貸出  
（共通）  

市内の学校や各種団体へ

の資料提供  
・市内の学校や各種団体

へ本や所蔵資料の貸出  
－  市内  

学校等  
通年  

子ども読書の日

秋田県民読書の

日、読書週間 
（共通） 

4月23日の子ども読書の日、読

書週間や県民読書の日に合わせ

た読書活動の推進 

・子ども読書の日や秋田

県民読書の日に関連し

たイベント  

700 人  図書館  4 月～

5 月

10 月～

11 月
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事 業 名 事業のねらい 内   容 人 員 場 所 期 日 

自主企画事業  図書館独自のイベントや

講座を開催し、読書活動

の推進や図書館資料の活

用を図る  

・はなわんこのおはなし

会  
・出張文庫（共通）  
・夏休み対応イベント  
・15 歳の君に薦めるブ

ックトーク（共通）  
・よるとしょ  
・図書館サポーター養成

講座      等  

1,000 人  
 

図書館他 通年  

連携事業  他機関と連携したイベン

トや講座を開催し、読書

活動の推進や図書館資料

の活用を図る  

・はなわんこのあきた未

来塾  
・市民向け講座 等  

500 人  図書館他 通年  

花 輪 図 書 館

100 周年記念

事業  

開館 100 周年記念イベン

トをきっかけとして読書

活動の推進を図る  

・100 冊ブックマラソン  
・イラストレーター原画

展  
・講演会  
・ビブリオバトル 等  

1,500 人  図書館他 通年  

「おはなしく

れよん」「そよ

風」の活動  
（関係団体連

携）  

幼児・児童の読書活動の

推進  
・ボランティア「おはな

しくれよん」「そよ風」

による絵本や紙芝居の

読み聞かせ  

3,000 人  
 

各学校他 
花輪児童

クラブ 

随時  
月 1 回  

史跡めぐり・

文化の旅  
（関係団体連

携）  

歴史に関する学習、他地

域との鹿角地域の文化交

流に関する学習の機会と

場を提供する  

・名所・旧跡の見学と解

説  
60 人  市外 年 2 回  

 
４ 分類別収蔵書数                      （令和 5 年 3 月末） 
分類 総 記 哲 学 歴 史 社会科学 自然科学 技 術 産 業 
冊数 2,175 2,095 5,924 7,689 3,946 4,009 2,212 
％ 2.1 2.0 5.7 7.4 3.8 3.9 2.1 

分類 芸 術 言 語 文 学 児童書 視聴覚資料  郷土資料他  合計 
冊数 6,797 1,274 25,520 21,937 879 18,994 103,451 
％ 6.6 1.2 24.7 21.2 0.9 18.4 100.0 

 
５ 関係団体等一覧表 

団体名 代表者名 会員数 
花輪読書会 上地 和枝 10 人 
花輪史談会 奈良 東一郎 12 人 
おはなしくれよん 阿部 正記 12 人 
そよ風 船坂 早智子    4 人 
鹿角民話の会 
どっとはらえ 北林 正人 13 人 
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▲全景（鹿角市文化の杜交流館 コモッセ） 
 
 
＜平面図＞花輪図書館（文化の杜交流館２Ｆ） 
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鹿角市立立山文庫継承十和田図書館運営計画 
 十和田毛馬内字上陣場 19-5 電話 35-3239 

 
１ 運営方針 

市民に親しまれる図書館を目指し、学習環境や図書館整備の充実に努め、地域の教育

と文化の推進の発展に寄与する。 
 
 
２ 重点目標 

(1) 指定管理者制度に基づく運営態勢の効率化と、IC タグ・バーコードを使った利用者

サービス向上に努める。 
(2) 図書館施設の改築に向けて、基本構想・基本計画を策定する。 
(3) 蔵書検索に係る広報を進め、利用率の上昇を図る。 
(4) 図書館資料を充実させるため、その収集・整備・保存に努める。 
(5) 移動図書館を活用し、図書サービスの充実に努める。 
(6) 県立図書館及び他市町村の図書館との相互協力を推進する。 
(7) 児童の読書活動を通じて、図書と図書館への関心を高め、利用の促進を促す。 
(8) 関係機関・団体と連携し、生涯学習・郷土学習の理念に基づく各種事業を支援する。 

 
 
３ 事業の実施計画（主な事業） 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日 

ブックスター

ト（共通）  
絵本を介した親子で心ふれあ

う時間をもつきっかけの創造  
・幼児・母親へ検診時

に絵本を手渡す  
100 人  保健ｾﾝﾀｰ 月 1 回  

読書感想画  
コンクール  
（共通）  

小学生が民話に親しみ読書へ

の関心を高める  
・テキストの感想を絵

で表現。応募した小学

生の作品展示  

108 人  図書館  5～  
2 月  

図書館だより

発行／広報か

づの新着図書

案内（共通）  

市民に対し読書への理解と親

しみを深める図書館利用を

PR 

・新着図書、行事、移

動図書館巡回日程等の

お知らせ  

－  市内  月 1 回  

団体貸出  
（共通）  

市内の学校や各種団体への資

料提供  
・市内の学校や各種団体

へ本や所蔵資料の貸出  
－  市内  

学校等  
通年  

子ども読書の日

秋田県民読書の

日、読書週間 
（共通） 

4月23日の子ども読書の日、読書週

間や県民読書の日に合わせた読書活

動の推進 

・子ども読書の日や秋

田県民読書の日に関連

したイベント  

200 人  
 

図書館  4 月～

5 月

10 月～

11 月

自主企画事業  図書館独自のイベントや講座

を開催し、読書活動の推進や

図書館資料の活用を図る  

・トワダックのおはな

し会  
・夏休み対応イベント  
・15 歳の君に薦めるブ

ックトーク（共通）  
・お化け屋敷  
・よるとしょ  
・新春お楽しみ会  
        等  

600 人  
 

図書館他  通年  
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事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日 
Towada 
Gallery 

個人・サークルの作品や図書館資料を

紹介し、図書館利用につなげる 
・講座での企画展示  
・市民の作品展示  

1,500 人 図書館  通年  

連携事業  他機関と連携したイベントや

講座を開催し、読書活動の推

進や図書館資料の活用を図る  

・トワダックのわくわ

く教室  
・市民向け講座  等  

150 人  図書館他  通年  

移動図書館車の

運行 
図書館へ来館しにくい利用者への読

書機会の提供 
・ステーションでの貸出、

配本所への配本 
33か所 
26か所 

市内 通年 

イベント会場で

の出張 
市内のイベント等に出向き、移動図書

館車のPRと読書活動を推進 
・移動図書館車によるイベ

ント会場での本の貸出 
800人 市内 通年 

郷土を語る会 
（関係団体連携） 

歴史の学びから、ふるさとへの愛着と

理解を深める 
・郷土の歴史にまつわる学

習と研究 
200人 

 
図書館 
市内外 

月1回 

古典読書講座 
（関係団体連携） 

古典文学にふれながら心の豊かさと

潤いを求め、読書に親しむ 
・古典の解読及び解説 60人 

 
図書館 年7回

程度 
 
 
４ 分類別収蔵書数                          (R5.3 月末) 
分類 総 記 哲 学 歴 史 社会科学 自然科学 技 術 産 業 
冊数 1,338 2,188 4,210 4,043 3,057 2,092 1,674 
％ 1.7 2.8 5.4 5.1 3.9 2.7 2.1 

分類 芸 術 言 語 文 学 児童書 視聴覚資料 郷土資料他  合 計 
冊数 3,357 795 22,495 11,826 783 20,552 78,410 
％ 4.3 1.0 28.7 15.1 1.0 26.2 100.0 

 
 
５ 関係団体等一覧表 

団体名 代表者名 会員数 
十和田史談会 大里 勝利 25 
古典読書会 大里 弘子 10 
 
 
６ 移動図書館 
(1) 分類別蔵書数(令和 5 年 3 月末) 
分類 総 記 哲 学 歴 史 社会科学 自然科学 技 術 産 業 
冊数 61 179 334 387 262 247 145 
％ 0.5 1.5 2.8 3.2 2.2 2.0 1.2 

分類 芸 術 言 語 文 学 児童書 視聴覚資料  郷土資料他  合 計 
冊数 299 42 6,818 3,179 0 42 11,995 
％ 2.5 0.4 56.8 26.5 0 0.4 100.0 
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(2) ステーション一覧 
令和 5 年度 移動図書館かづの号 6 コース 

① 八幡平コース         隔週火曜日  7 か所              
② 花輪コース          隔週木曜日  7 か所              
③ 尾去沢コース         隔週金曜日  5 か所             
④ 十和田１コース（毛馬内方面） 隔週火曜日  4 か所    
⑤ 十和田２コース（大湯方面①） 隔週木曜日  5 か所  
⑥ 十和田３コース（大湯方面②） 隔週金曜日  5 か所    

 
(3) 配本所 計 27 箇所 
  ①八幡平地区(4 箇所)           ②花輪地区(5 箇所) 
   ・いこいの里             ・多世代交流スペースまちっこ 
   ・渋谷電気工事            ・はなわあいの 
   ・鹿南の郷              ・東恵園 
   ・八幡平なかよしセンター       ・けいあい 
                      ・アルパス 
   

③十和田地区(17 箇所) 
   ・ビューティーサロンゆう       ・湯都里 
   ・毛馬内保育園            ・大湯地区市民センター 
   ・鹿角カトリック幼稚園        ・ケアホームおおゆ 
   ・十和田市民センター         ・月山の郷 
   ・錦木地区市民センター        ・多世代交流スペースどまっこ 
   ・十和田小児童クラブ         ・老人ホーム北の郷 
   ・十和田わくわく児童クラブ      ・スナック泉 
   ・微笑苑               ・大湯児童クラブ 

・温泉保養館おおゆ 
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▲十和田図書館 全景 

 
 
＜平面図＞ 
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鹿角市先人顕彰館運営計画 
十和田毛馬内字柏崎 3 番地 2 電話 35-5250 

 
１ 運営方針 

 郷土の豊かな文化を築いた、優れた先人を顕彰し、その遺徳を偲ぶとともに、それぞれの偉

大な人間形成の過程を学ぶため、先人と関わりのある資料の収集・保存と調査研究を通じて展

示の充実を図りながら、広く市民等に紹介し、あわせて教育文化の向上に寄与する。 
 
 
２ 重点目標 
 (1) 常設展示の内容強化 

・内藤湖南及び和井内貞行の資料の入れ替え等 
 (2) 特別展示の充実 
    ・資料の調査、研究整備等 
 (3) 資料収集の促進と調査研究の充実に努める 
    ・先人に関わる資料の調査及び寄贈受入と整備保存 
 (4) 資料作成台帳整備 
    ・寄贈目録作成 
 (5) 顕彰事業の促進に努める 
    ・先人に関わりのある研究者を招いての講演会 

・内藤湖南先生を知る会 
 (6) 関係団体との連携強化 
    ・内藤湖南先生顕彰会 
    ・研究員会議 
    ・関西大学図書館 
 (7) 「鹿角の偉人」読書感想文コンクールの開催 

・募集締切：令和 6 年 1 月 
    ・審査：令和 6 年 1 月 
    ・伝達表彰：令和 6 年 2 月（予定） 
 
 
３ 事業の実施計画 

事業名 事業のねらい 内容 人員 場所 期日回数 

特別展示 
鹿角の先人につい

て顕彰し広く周知

する 

「諏訪富多」 
東北有数の文化人諏訪

富多の功績を紹介 
600 人 先人 

顕彰館 4～3 月

文化講演会 
特別展示で紹介し

た人物や内藤湖南

の理解を深める 

内藤湖南や特別展示に関

する講演会を開催 200 人 
鹿角市 
交流 

センター 

年 1～2 回 
10 月 

内藤湖南を知

る会 

内藤湖南の書簡を

解読することによ

り湖南の人間性や

当時の社会背景を

学ぶ 

内藤湖南の書簡の解読・解

説を行う 
120 人 先人 

顕彰館 

年 7 回 
5~12 月 

(8 月を除

く) 

鹿角人物事典

講座 

鹿角の先人につい

て顕彰し広く周知

する 

「鹿角人物事典」掲載人物

の略歴や功績を紹介する

小講演 100 人 先人 
顕彰館 

年 6 回 
5~11 月 

(8 月を除

く) 
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親子絵画教室 
若い世代や子供た

ちの社会教育施設

の利用を促進する 

夏休みと紅葉シーズンに

合わせて絵画教室を開催 20 人 先人 
顕彰館 

年 2 回 
8、10 月 

大人の 
書道講座 

内藤湖南の書風を

鑑賞しながら、書

道体験を通じて書

の楽しさを学ぶ 

内藤湖南の書を紹介しな

がら書を書く 60 人 先人 
顕彰館 

年 6 回 
5~11 月 

館長講座 
内藤湖南について

わかりやすく解説

し、広く周知する。 

内藤湖南に関する小講座 
100 人 先人 

顕彰館 
年 5 回 

6～11 月 

 
 
４ 展示資料数 

内  訳 展            示 

区  分 条幅 篇額 書籍 書簡 遺品 写真 その他 計 

常
設 

内藤湖南 20 6 67 31 3 16 7 150 

和井内貞行 3 5 23 2 5 23 12 73 

小計 23 11 90 33 8 39 19 223 

合計 23 11 90 33 8 39 19 223 
 
 
５ 先人顕彰館研究員 

主任研究員 高木 英子 副主任研究員 畠山 一男  
番号 氏  名 職 業 

1 高 木 英 子 無 職 
2 駒ヶ峯   茂 自営業 
3 阿 部 安 男 無 職 
4 畠 山 一 男 無 職 
5 金 澤 文 三 無 職 
6 安 保 範 子 無 職 
7 西   由美子 無 職 
8 柳 町 直 子 団体職員 
9 石 坂 久 夫 無 職 
10 佐 藤 明 子 会社員 

任期 令和 5 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 
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▲先人顕彰館 全景 

 
＜平面図＞ 
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大湯ストーンサークル館運営計画 
十和田大湯字万座 45 番地 電話 37-3822 

 
１ 運営方針 
  特別史跡大湯環状列石の保存と活用を図り、教育・学術及び文化の振興に寄与するた

め、展示・調査・研究・教育普及並びに情報の発信を行う。 
 
２ 重点目標 
 (1) 館事業として体験学習、講座などを行う。 
 (2) 史跡や館に関する情報の発信を行う。 
 (3) 市内小中学校の児童・生徒に自分たちの生まれた地域が地域的・文化的に誇れる場

であることを学校と連携して確認させる。 
 
 
３ 事業の実施計画 
事業名 事業のねらい 内容 人員 場 所 期 日 
常設展示 
企画展示 

縄文文化や環状列石に関す

る展示を行ない、縄文文化が

日本の原点のひとつである

ことを認識する 

(常設展) 
大湯環状列石関連 
 

 展示ﾎｰﾙ 
野中堂ﾎｰﾙ 

(常設展) 
通年 

体験学習 縄文時代から伝わってきた

と考えられる知識や技術を

体験する 

土器・まが玉づく

りなど 
ＪＯＭＯラボ開催 

 縄文工房 通年 
 

年 8 回 

史跡案内 
ガ イ ド

養成 

史跡や縄文文化の素晴らし

さを伝えるためガイドの養

成を行う 

学習会 
案内実習 

20 人前後 縄文工房 
 

5-11 月 

周知事業 
 

遺跡や館の魅力を発信し、周

知を図る 
出前講座・講師派遣 
情報発信(HP 更新) 
 

  随時 

その他 研修などの受入 各種研修受入 10 数人  随時 
 
 
４ 展示資料数                        (R5 年 3 月末) 
    

資   料 点 数 
実物展示(土器・石器など) 716 点 
模型(配石遺構模型、土器復元模型など) 17 点 
写真・解説パネル 83 点 
映像資料(環状列石と太陽運行など) 5 点 
体験学習資料(石材・土器パズル) 3 点 
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▲大湯ストーンサークル館 全景 

 
 
＜平面図＞大湯ストーンサークル館 
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鹿角市出土文化財管理センター運営計画 
十和田大湯字万座 13 番地 電話 37-3822 

 
１ 運営方針 
    鹿角市内の各遺跡から出土した考古資料並びにデータの整理・収蔵を図り、学術文化

の向上に資する。 
 
 
２ 管理運営 

(1) 出土した埋蔵文化財の整理及び収蔵 
市内の遺跡から出土した考古資料の洗浄・復元・記録作成・分類並びに収蔵。 

(2) 埋蔵文化財の調査及び研究 
   出土文化財を通して先史・歴史時代について調査研究を行う。 
 
 
３ 展示品数及び収蔵数 

(1) 収蔵室                             （単位：箱） 
 土器（土製品･陶磁器を含む） 石器･石製品 鉄製品 合計 

収蔵室 1,856 364 12 2,231 

 
(2) 資料保管室ほか                         （単位：点） 

 書  籍 写真資料 調査図面 

資料保管室 約 16,510 冊 大湯環状列石ほか 大湯環状列石ほか 
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▲出土文化財管理センター 全景 
 
 
＜平面図＞出土文化財管理センター 
 
 

- 79 -



 

鹿角市歴史民俗資料館運営計画 
花輪字中花輪 113 番地  電話 22-7288 

 
１ 運営方針 

市指定有形文化財となっている旧鹿角郡公会堂の建物を利用しながら歴史資料及び民俗資

料の保存と活用を図り、市民の文化の向上に寄与する。 
 
 
２ 重点目標 

(1) 小中学校の郷土学習の場としての利用を図る。 
(2) 市民が利用しやすい資料館づくりに努めるとともに、市民のコミュニケーションを図るた

めの事業及びサービスを図る。 
(3) 歴史や文化を次世代に伝えていくための事業及びサービスを図る。 
(4) 文化施設や観光施設等と連携し、まち歩き観光やまちなかの賑わいづくりを図るための事

業及びサービスを図る。 
 
 
３ 事業の実施計画 
事 業 名 事業のねらい 内  容 場 所 期日回数 

常設展示 
民俗資料の展示により

故郷の歴史や昔の人々

の生活を学ぶ 

「鉱山を支えた商業の町 花輪」

をテーマとした民俗資料の展示 展示ホール 通年 

企画展 

テーマに沿った資料等

の展示により当時の様

子を学ぶ 

① 朝ドラの主人公 馬淵テフ

子と牧野富太郎 
② 毛馬内の町並み 
③ 鹿角の温泉－八幡平・湯瀬・

大湯温泉－ 
④ 鹿角の絵馬 

展示ホール 
及び 

特別展示室 

4～5 月 
6～8 月 

9～11 月 
12～2 月 

講座・体験学

習・見学会 

民俗資料に関連した当

時の文化や歴史を理解

する 

講座「民俗学入門⑨・⑩」 
体験「毛馬内の町を歩く」 
講座・体験「鹿角の味噌醤油づ

くり」 

展示ホール 
特別展示室 

及び 
関係施設 

10、2 月 
6 月 

11 月 

 
 
４ 展示資料数 
内 訳 常設展示 

区 分 導入 
部分 

公会堂 
関係 暮らし 鉱山 農業・ 

山樵 酒 染 諸職 その他 計 

合計 8 2 64 7 38 51 24 15 3 212 
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歴史民俗資料館 全景 

 

 

＜平面図＞ 
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鹿角市文化の杜交流館運営計画 
花輪字八正寺 13 番地 電話 30-1504 

 
１ 運営方針 
 子どもから高齢者まで多くの市民が集い、学習活動や文化活動、市民活動、子育て活動

など様々な活動を通し、交流・連携・ふれあいを深め、市民の一体感を醸成するとともに、

地域の新たな活力の創造と、まちづくりを支えるひとづくりの拠点とします。 
 
 
２ 重点目標 
 (1)施設の相互連携を行う。 
 (2)文化交流の拠点づくりを行う。 
 (3)市民が参加する仕掛けづくりを行う。 
 (4)中心市街地の賑わいづくりを行う。 
市民への文化芸術鑑賞の機会提供及び芸術文化活動への支援と市民参加型事業等の推進。 
 
３ 事業の実施計画 
事業名 事業のねらい 内 容 人 員 場 所 期 日 

自主事業 

多彩な文化芸術鑑賞の

機会の提供及び市民の

芸術活動への支援。 

吹奏楽、伝統芸能、演

劇、歌謡、ジュニア舞

台交流体験等 各 700 人 文化ホール 年 5 回 
程度 

チャレンジ

体験 

10 代から文化ホール

の機能を学び、舞台芸

術への造詣を深める。 

高校生による舞台製作

チャレンジ及び文化ホ

ール探検ツアー 10 人 文化ホール 8 月 
10 月 

コモッセ 
サポーター 
企画事業 

市民サポーター企画に

よる、施設を活用した

参加体験型事業を行

い、市民参加の推進を

図る。 

こもれび広場を活用し

たイベント 
 

文化ホール 
こもれび広場 通年 

館連携事業 

花輪市民センター、子

ども未来センター、花

輪図書館と連携した事

業を行い、相乗効果を

図る。 

ホール公演時の託児、

季節に合わせた館内装

飾、商店街と連携した

講座など 
 館内、商店街 通年 
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▲文化の杜交流館 全景 
 
 
＜平面図＞ 右：１F、 

下：２F 
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西暦 年　号

1972 昭和47年 4月 1日

3月 31日

6月 15日

6月 30日

8月 30日

1973 昭和48年 1月 20日

2月 7日

3月 17日

5月 10日

6月 15日

7月 10日

7月 20日

8月 1日

8月 10日

10月 20日

12月 1日

1974 昭和49年 4月 14日

5月 31日

7月 25日

7月 25日

7月 28日

8月 1日

9月 1日

10月 10日

10月 12日

10月 20日

11月 3日

12月 7日

12月 13日

1975 昭和50年 3月 24日

6月 20日

6月 20日

6月 25日

6月 30日

8月 15日

8月 23日

9月 10日

10月 31日

11月 1日

1975 昭和50年 12月 20日

1976 昭和51年 2月 6日

4月 1日

5月 4日

7月 25日

7月 26日

12月 18日

1977 昭和52年 7月 10日

１５　教育のあゆみ
主　　　要　　　事　　　項

鹿角市文化財保護協会設立

草木小学校創立100周年記念式典

平元小学校屋内体育館完成

花輪北小学校創立100周年記念式典

十和田小学校屋内体育館完成

末広小学校創立100周年記念式典

大湯大太鼓、県無形民俗文化財に指定

花輪小学校創立100周年記念式典

鹿角市民憲章、鹿角市民歌制定

県指定第1回鹿角市生涯学習推進のつどい開催

八幡平中学校格技場完成

第13回全国中学校スキー大会開催　～8日

十和田小学校開校(毛馬内小学校、錦木小学校統合)

大日堂舞楽　国重要無形民俗文化財に指定

大里松館市民プール完成

熊沢市民プール完成

十和田小学校山根分校プール完成

花輪スキー場百合沢ジャンプ台完成

八幡平小学校屋内体育館完成

中滝小学校大清水、田代両分校閉鎖

生涯教育推進本部設置

十和田中学校プール完成

花輪小学校花軒田分校廃校式

谷内市民プール完成

曙市民プール完成

大湯体育館完成

十和田小学校校舎完成

第1回鹿角市民総合体育大会開催

鹿角市誕生(花輪町、十和田町、尾去沢町、八幡平村が合併)

八幡平小学校統合校舎完成

十和田中学校統合校舎完成

尾去沢小学校校舎完成

尾去沢小学校屋内体育館完成

花輪北小学校プール完成

「生涯学習かづの」発刊(第1号)

尾去沢中学校プール完成

十和田中学校公認グランド完成

八幡平公民館完成

花輪小学校プール完成

尾去沢小学校プール完成

鹿角市芸術文化協会設立

尾去沢体育館完成

尾去沢小学校創立100周年記念式典

中滝小学校田代冬季分校開設

大湯小学校創立100周年記念式典

十和田中学校屋内体育館完成

第22回全国高校スキー大会開催　～11日
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西暦 年　号

１５　教育のあゆみ
主　　　要　　　事　　　項

1977 昭和52年 7月

1978 昭和53年 2月 14日

12月 11日

12月 25日

1979 昭和54年 2月 9日

6月 30日

6月 30日

7月 20日

7月 26日

1980 昭和55年 10月 8日

11月 9日

1981 昭和56年 3月 25日

8月 7日

11月 18日

1982 昭和57年 3月 13日

10月

11月 10日

1983 昭和58年 10月 20日

1984 昭和59年 7月 20日

8月 1日

10月 2日

12月 13日

1985 昭和60年 8月 1日

1986 昭和61年 6月 13日

9月 25日

1987 昭和62年 6月 27日

11月 3日

12月 10日

1988 昭和63年 3月 10日

3月 15日

8月 30日

10月 6日

1989 平成元年 7月 1日

1989 平成元年 12月 28日

1990 平成2年 9月 25日

10月 2日

11月 7日

12月 28日

12月 28日

1991 平成3年 3月 29日

11月 7日

11月 30日

11月 30日

11月 30日

花輪の町踊り　県無形民俗文化財に指定

花輪第一中学校テニスコート完成

文部省指定「道徳教育」公開研究会(尾去沢小、中学校)

花輪市民プール完成

草木小学校校舎完成

文部省指定「勤労生産学習」公開研究会(花輪第二中学校)

八幡平運動広場完成

南学校給食センター完成

鹿角アメニティパーク完成(テニスコート、多目的グランド、野外ステージ)

文部省指定「体力つくり」公開研究会(花輪北小学校)

文部省指定公開研究会(花輪小学校)

文部省、日本体育・学校健康センター指定「学家連携推進事業」公
開発表(花輪第一中学校)

草木小学校屋内体育館完成

尾去沢公民館完成

八幡平体育館完成

花輪第一中学校野球場完成

文部省指定「格技(剣道)」公開研究会(十和田中学校)

花輪第一中学校プール完成

立山文庫継承十和田図書館改修

鹿角市先人顕彰館完成

尾去沢中学校屋外運動場完成

文部省指定「勤労生産学習」公開研究会(花輪小学校)

花輪第一中学校校舎完成

秋田インターハイ開催(男子バレーボール競技大会)　～5日

文部省指定「生徒指導」公開研究会(八幡平中学校)

花輪第一中学校屋内体育館完成

花輪第一中学校陸上競技場完成

花輪小学校第二屋内体育館完成

毛馬内運動公園完成

湯瀬体育館完成

花輪第二中学校校舎、屋内体育館完成

記念スポーツセンター完成

市の花・木・鳥制定

鹿角勤労者体育センター(城山球場)完成

大湯小学校プール完成

大湯小学校屋内体育館完成

文部省指定公開研究会(花輪第一中学校)

八幡平小学校創立100周年・統合10周年記念式典

花輪公民館完成

移動図書館「かづの号」巡回運行開始

花輪ばやし　県無形民俗文化財に指定

大湯小学校校舎完成

平元小学校校舎完成

第28回全国高校スキー大会開催　～13日
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西暦 年　号

１５　教育のあゆみ
主　　　要　　　事　　　項

1992 平成4年 9月 10日

10月 14日

10月 29日

1993 平成5年 3月 30日

6月 18日

12月 13日

1994 平成6年 8月 29日

9月 27日

10月 3日

1994 平成6年 10月 4日

1995 平成7年 2月 2日

1996 平成8年 7月 19日

1997 平成9年 2月 20日

10月 17日

10月 20日

1998 平成10年 1月 14日

12月 16日

1999 平成11年 1月 12日

9月 12日

2000 平成12年 3月 12日

3月 21日

8月 25日

10月 23日

11月 16日

2001 平成13年 11月 1日

12月 27日

2002 平成14年 4月 24日

2003 平成15年 4月 23日

2004 平成16年 1月 5日

2月 14日

2005 平成17年 2月 4日

4月 1日

4月 1日

2006 平成18年 2月 3日

9月 28日

2007 平成19年 2月 8日

2月 10日

4月 1日

9月 30日

11月 2日

11月 17日

2008 平成20年 4月 1日

8月 23日 全日本ローラースキー選手権大会開催　～24日

花輪スキー場ミニジャンプ台完成

図書館業務の一部を共動パートナーに委託

第62回国民体育大会 卓球競技会開催　～10日3日

全国ジュニアサマーノルディックスキー大会開催 ～4日

浅利純子杯争奪第1回鹿角駅伝開催

大湯小学校田代分校開校(大湯小学校、中滝小学校統合)

田代分校中滝校舎は11月30日まで

(指定管理者：東京美装興業㈱)

第55回全国高等学校スキー大会開催　～7日

花輪小学校校舎完成

花輪小学校体育館完成

第62回国民体育大会冬季大会スキー競技会 ノルディック種目開催
～13日

鹿角市体育施設管理運営業務を委託

「大欠なかよし文庫」文部科学大臣表彰

第77回全日本学生スキー選手権大会開催(～8日、11～16日)

第42回全国中学校スキー大会開催　～7日

文部省指定「健康教育むし歯予防」公開研究会(草木小学校)

鹿角アメニティパーク倶楽部ハウス完成

松館天満宮三台山獅子大権現舞　県無形民俗文化財に指定

北学校給食センター完成

末広小学校屋外運動場完成

文部省指定「機器利用推進」公開研究会(八幡平中学校)

八幡平なかよしセンター開園

末広小学校校舎改築完成

大湯ストーンサークル館開館

尾去沢中学校屋外運動場完成(野球場・陸上競技場・テニスコート)

第71回全日本学生スキー選手権大会開催　～19日

毛馬内の盆踊　国重要無形民俗文化財に指定

第72回全日本学生スキー選手権大会開催　～17日

第1回かづのタートルマラソン大会開催

第53回全国優良公民館表彰(尾去沢公民館)

花いっぱい運動　水沢老人クラブ内閣総理大臣賞受賞

かづの土床体育館開館

JOCジュニアオリンピックカップ第19回全国ジュニア競技会開催　～15日

八幡平小学校大規模改修工事完了(校舎・屋内体育館)

第27回東北総合体育大会卓球競技会開催　～27日

文部省指定「心身障害児理解推進」公開研究会(花輪小学校)

文部省指定「道徳教育」公開研究会(八幡平小学校)

文部省指定「学校給食」公開研究会(尾去沢小学校)

第45回全国高校スキー大会開催　～9日

尾去沢中学校校舎・屋内体育館完成

第52回国民体育大会冬季大会スキー競技会開催　～23日

鹿角市錦木地域活動センター完成

日本体育・学校健康センター指定「安全教育」公開研究会

(はせがわ幼稚園)
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西暦 年　号

１５　教育のあゆみ
主　　　要　　　事　　　項

2008 平成20年 12月 10日

2009 平成21年 1月 5日

9月 30日

9月 10日

2010 平成22年 2月 12日

2011 平成23年 2月 18日

3月 31日

2012 平成24年 3月 19日

3月 22日

4月 1日

10月 5日

2013 平成25年 2月 16日

4月 1日

7月 5日

2014 平成26年 3月 10日

3月 31日

10月 18日

11月 1日

2015 平成27年 2月 6日

4月 16日

9月 20日

2016 平成28年 3月 31日

8月 9日

11月 30日

2017 平成29年 2月 8日

11月 3日

2018 平成30年 4月 28日

10月 15日

2019 平成31年 　2月 8日

3月 31日

2019 令和元年 10月 25日

2020 令和2年 2月 24日

3月 31日

4月 1日

2021 令和3年 1月 7日

3月 31日

鹿角市学校給食センター完成

第68回全国高等学校スキー大会開催　～12日

花輪北小学校・平元小学校　閉校

十和田中学校日新寮廃止

国民文化祭あきた 神楽フェスティバル開催　～19日

ノーマルヒルジャンプ台完成

八幡平中学校新校舎完成

第68回国民体育大会冬季大会スキー競技会開催　～19日

文化の杜交流館開設室新設

八幡平中学校プール完成

花輪ばやしが「花輪祭の屋台行事」として国重要無形民俗文化財に
指定

第84回全日本学生スキー選手権大会開催　～24日

十和田小学校山根分校廃校

八幡平中学校体育館完成

十和田市民センター体育場完成

先人顕彰館管理運営業務を委託

(指定管理者：内藤湖南先生顕彰会)

花輪小学校グランド・プール完成

北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群、世界文化遺産暫定一覧表
に記載

道の駅おおゆオープン

末広小学校・草木小学校 閉校

花輪第一中学校大規模改造工事完了

第55回全国中学校スキー大会開催　～11日

第93回全日本学生スキー選手権大会開催　～27日

花輪第二中学校 閉校

花輪スキー場ゲレンデ整備事業完了

谷内市民プール・毛馬内市民プール　廃止

花輪中学校　開校

武道場オープン

大湯小学校田代分校 閉校

はちまんたい幼稚園 閉園

八幡平市民センター移設完成

花輪祭の屋台行事が「山・鉾・屋台行事」としてユネスコ無形文化
遺産に登録

鹿角市歴史民俗資料館 開館・管理運営業務を委託
(指定管理者：太平ビルサービス㈱)

花輪図書館 移設・開館(文化の杜交流館内)

鹿角市立図書館(2館)管理運営業務を委託

(指定管理者：㈱リブネット)

十和田中学校体育館完成

第66回国民体育大会冬季大会スキー競技会開催　～15日

国民文化祭あきた 小倉百人一首かるた競技全国大会開催　～2日

第64回全国高等学校スキー大会開催　～10日

文化の杜交流館 開館

大日堂舞楽　ユネスコ無形文化遺産に登録
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西暦 年　号

１５　教育のあゆみ
主　　　要　　　事　　　項

2021 令和3年 4月 1日

9月 13日

2022 令和4年 2月 17日 第77回国民体育大会冬季大会スキー競技会開催　～20日

23日 第95回全日本学生スキー選手権大会開催　～27日

11月 30日 毛馬内の盆踊が「風流踊」としてユネスコ無形文化遺産に登録
2023 令和5年 2月 23日 第96回全日本学生スキー選手権大会開催　～26日

3月 24日 天戸森遺跡出土品が県指定有形文化財に指定

柴平小学校　開校

大湯環状列石が「北海道・北東北の縄文遺跡群」として世界文化遺
産に登録7月 27日

小中学校普通教室等空調設備設置工事完了
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